
値
川

　

著

肺

結

核

ニ
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ

イ

ン

ム

ニ

ン
」療

法

ノ
臨
牀

成

績

愛
知
醫
科
大
學

(勝
沼
内
科
教
室
)

馨
學

士

安

藤

　
宇

吉

馨
學
士

森

　

　

　

豊

　

　
治

　

　
　

　
　

　
　

　

一
、

緒

言

一
八
八

二
年

閑
・
閑
｡
筈

ノ
結

核
菌

登
見

以
來
、
細
菌
療

法

ノ
襲
達

極

メ
テ
顯
著

ニ
シ
テ
、
生

菌
或

ハ
死
菌

ヲ
以

テ
結
核

病
竈

ヲ
刺
戟

シ
、

免

疫

禮

ノ
形
成

ヲ
促

進

セ

ン

ト

シ
、
其

ノ
後
、
U
㊦
鴇
ρ

寓
9
買

甲

δ
山
ヨ
碧
5
一
〇
巴
3
舞

ρ

冨
P冨
σQ
訂
コ
P

言
舘
ヨ
｡
容
ぎ

閑
⊆
風
♀

空
爵
日
｡
ロ
昌
氏
等

ニ
ヨ
リ
テ
研
究

セ
ラ

レ
結

核
治

療

ニ
試

用

セ
ラ

レ
タ
リ
｡

救

上
特

異
性

「
フ
ク

チ

ン
」
療

法

ト

ソ
ノ
軌

ヲ
異

ニ
シ
、

最

近
、

額

田

(省
)
氏
及
有

輻
、
賀

古
、
家

弓
、

岩

田
、
大

槻
、
藤

井
氏
等

ハ
異

種
細

菌
免
疫

後

ニ
於

ケ

ル
各

種

細

菌

ニ
封

ス
ル
抵
抗
力

培
減

ニ
關

シ
研
究

セ
ラ

レ
、

「
チ
フ

ス
」
菌
加

淋
菌

ニ
テ
免
疫

シ
タ

ル
動

物

ハ
生
結

核
菌

二

封

シ
テ

モ

一
般

ニ
抵
抗
力

大
ナ

ル
ヲ
明

ニ
セ
ラ

レ
タ
リ
｡
　

　

　

　

　

　

　

.

以

上

ノ
實
験

ノ
基

礎

ノ
下

二
額

田
氏

ハ
異
種
細

菌

ニ
ヨ
リ
テ
疾
病

ニ
封

ス
ル
抵

抗
カ

ヲ
増

進

セ
ン
ト

ス
川

一
新

治
療

法

ヲ
提

唱

セ
リ
｡

偶

我
教
室

二
於

テ

大
正
十

年

以
來

細
状

織
内

被
細
胞

ノ
機

能

的
研

究

ヲ
績
行

シ
同
細
胞

ヲ
刺

戟

ス
ル
場

合
及

ビ
機

能

ヲ
抑
制

ス
ル
場
合

ニ
種

種

ノ
状

況

ア

ル

コ
ト

ヲ
知

リ
、
桑
原
博

士

ハ
肺
結
核

二
封

シ
テ
'
「
チ
フ

ス
ワ
ク

チ

ン
フ

適

量

ヲ
以

テ
庭

置

ス
ル
場
合
、
或
特

殊

ノ
反
鷹

ア

ル

コ

ト
ヲ
知

リ
之

ヲ
治
療

二
鷹

用

セ

ン
ト
企

テ

ッ

・
ア
リ
キ
｡

於
是
余

等

ハ
額

田
氏

ノ
研

究

二
興
味

ヲ
持

チ
同

博

士

ノ
好
意

ニ
ョ
リ
該
製
捌

ノ
恵

　

　
　

　
　

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核

ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
脈
成
績

　

　

　

　

　

　
　

六
一
七



原

著

安
藤
.森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
y
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
休
成
績

・

六

一
入

興

ヲ
得

、
之

ヲ
外

来

及

ピ
入

院

ノ
肺

結
核
患

者

二
慮
用

シ
、
精

一
精

細

二
観

察

シ
得

タ

ル
ヲ
以

テ
此
庭

二
之

ヲ
報
告

セ

ン
ト

ス
ル

モ
ノ
ナ

リ
。

二
、

病

例
及

ビ
経

過

入

院
、

外
來

患
者

共

二

一
週

目
以
上
経

過

ヲ
観
察

シ
タ

ル
後

注
射

セ
リ
。

薬
剤

ハ
解

熱
剤

ヲ
使
用

セ
ル

モ
ノ
ト
、

全

ク
使
用

セ
ザ

〃

モ
ノ
ト

ァ
リ
。

解

熱
剤

ヲ
使

用

シ

タ

ル

モ
ノ

ハ
容

量

ヲ

一
定

セ
リ
。

注
射

ハ
之

ヲ
上

膳
皮

下
叉

ハ
肩

脚
間
皮

下

ヲ
撰

ピ
、
多

ク

ハ
上
膳
皮

下

二
注
射

セ
リ
。

用

量

ハ
多
数

ノ
例

ニ
テ
○

・
〇

三

ヲ
使
用

セ
リ

(十
倍

稀

繹
液

ヲ
使
用

セ
リ
)
。

左

記
病

例
百

例
中

愛

知
醤

科
大

學
勝

沼
内

科

入

院
患

者
重
軽

症
合

シ
テ

ニ
十
九

例

回
外

來
患

者
三

十
五

例
、

日
本
赤

十
字

肚
八

事
療

養
所

入
院

患

者

三
十
六

例
ナ

リ
。

但

シ
最
後

ノ
群

ハ
比
較

的
軽

症
患

器

一

豊

皐
岩
団
醤
計
コ
n
+
計
切
ン
摯

醇
菌

■

溶
細

首
箏

ロ
+
叶
醤

者

二
限

リ
入
院
許

可

ス

ル
規

定

ニ
ナ
リ
居

〃

所

ナ
リ

ト

ス
。

第

一
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
七

年

無
職

昭
和
三
年
九
月
二
十
九

日
入
所

経
過
良
好

診
断

左
側
肺
結
核

主
訴

全
身
倦
怠
、
咳
噺
及
ピ
喀
疾

既
往
症

昭
和
三
年
⊥八
月
二
日
戚
冒

二
罹
リ

後
三
十
七
度
内
外

ノ
極
熱

ア
リ
、
同
年
七
月

二
十
五
日
廣
島
病
院

ニ
テ
喀
疾
中

二
結
核
菌

,
.

.乱

ヲ
多
数
謹
明
サ

レ
シ
ト
云

フ
。
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現
症

髄
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
貧
血
ヲ
認

メ
ズ
、

左
側
前
上
部
打
診
青
短
、
聴
診
土
曜
音
ヲ
聴
ク
、
左
後
部

ノ
呼
吸
音
比
較
的
賜

シ

。

経
過

(髄
温
表
参
照
)
八
月

二
十
六

日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
四
)
。

注
射
當
旦

二
十
八
度

二
分
迄
上
昇

々
シ
モ
、
翌
日

ヨ
リ
漸
次
下
降

シ
、
九

月
二
十
三
日

二
至

ル
迄
五
回

ノ
注
射

ヲ
施
行

シ
、
第

二
同
注
射
後

ハ
無
熱

ノ
経
過

ヲ
取

レ
リ
。

鷺
重

八
月
二
十
六
日
十
六
貫
九
百
匁
、
九
月

二
十
三
日
十
七
貫
百
八
十
匁

ニ
シ
テ
漸
増

セ
ソ
。

第
二
例

入
院
患
者

■

某
男

三
十
五
年

無
職

五
年

一
月
十
三
日
入
所

診
噺

右
側
肺
結
核

主
訴

微
熱
、
禮
重
減
少

既
往
症

七
年
前
右
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ノ
診
断
ヲ
受
ケ
、
警
治

ニ
ヨ
リ
軽
快

セ
リ
。

昨
年
来
引
績
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軽
度

ノ
登
熟
ア
リ
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11
肺
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二
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ケ
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ヘ
テ

ロ
イ

ン
ム

ニ
ン
」
療
法

ノ
臨
鉢
成
績

六

一
九



原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
肱
成
績

六
二
〇

現
症

燈
格
中
等
度
、
集
義
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
右
前
上
部

二
水
泡
音

ヲ
聴
取

ス
。
其
他
左
右
全
般

二
呼
吸
音
微
弱

ニ
シ
テ
脈
搏
梢

一
頻
敷

ナ
リ
。

経
過

注
射
前
三
十
六
度
七
分
一
三
十
七
度
八
分
内
外

ノ
登
熟

ア
リ
。
八
月

二
十
六

日
本
注
射
○
・
〇
四
ヲ
施
行

セ
リ
。
九
月
二
十
三
日
第
四

同
注
射
後
、
禮
温
ノ
動
揺
著

シ
ク
減
少

シ
三
十
七
度
内
外

ト
ナ
リ
、
十
月
九

日
第
六
同

(○
・
〇
五
)
ノ
注
射

ヲ
施
行

セ
リ
。

禮
重

八
月
二
十
六

日
十

二
貫
九
百
匁
、
九
月
九

日
十
三
貫
百

二
十
匁
、
十
月

一
日
十

二
貫
七
百
三
十
匁
。

第
三
例

入
院
患
者

■

某
女

十
七
年

女
工

五
年
八
月
二
十

一
日
入
所

鵜

川

豊

品
岩
団
醤
〉
並
ロ
+
一
口
》
摯

溝
前

■

鷺
汁

醤
蓼

+
古
哲

、

診
断

両

側
肺

結
核

禮
重

九
月
十
六

日
七
貫
匁
、
十
月

二
日
七
貫
七
百
四
十
匁
。

第
四
例

入
院
患
者

■

某
女

四
十
六
年

乳
母
車
商

主
訴

咳
漱
、
呼
吸
困
難
、
巌
痩

既
往
症

本
年

二
月
戚
冒

二
罹

リ
、
爾
来
激

烈
ナ

ル
咳

漱

二
悩

マ
サ

レ
今
日

二
至

ル
。

現
症

禮
格
小
、
榮
養
不
良
ナ

ル
少
女

ニ
シ
テ
左
右
爾

肺

一
般

二
水
泡
音
ヲ
聴
ク
。

経
過

九
月
十
六
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
四
)
ヲ
行

ヘ

リ
。

一
週
目
後
、
膿
温
三
十
七
度
以
下

一一
下
降

シ

(九

月

二
十

二
日
)
、
九
月

二
十
三
日
第

二
同

ノ
注
射

ヲ
行

ヒ

無
熱

ノ
日
並

二
有
無
日
ト
交
替

二
來

レ
リ
。
十
月
九
日

第
四
同

ノ
注
射

ヲ
セ
シ
ニ
注
射
當
日
三
十
八
度

一
分

二

上
昇

セ
シ
モ
、
三
日
後
三
十
七
度

二
下
降

セ
リ
。

五
年
四
月
十
四
日
入
所



診
断

左
側
肺
結
核
兼
腹
膜
炎

主
訴

咳
漱
、
喀
擁

既
往
症

十
年
前
結
核
性
腹
膜
炎

二
罹

ル
。
三
年
前

ヨ
リ
咳
漱
、
喀
疾
、

現
症

禮
格
中
等
度

ニ
シ
テ
榮
養
可
良
ナ
ラ
ズ
。
左
前
上
部
打
診
上
溝
、

経
過

注
射
前
三
十
七
度
内
外
ノ
登
熟

ア
ソ
、
八
月

二
十
⊥
八
日
第
二

同
、

ナ

レ
リ
。

九
月
二
十
三
日
第
五
同
注
射
後
、
膿
温

ノ
動
揺
極

メ
テ
減
少

セ
リ
。

燈
重

八
月
二
十
⊥
八
日
十

一
貫
四
百
匁
、
九
月
十
六

日
十

一
貫
八
百
匁
、

腿

圏

豊

農
岩
団
醤
圏
己
十
国
国
〉
摯

軽
度

ノ
登
熟

ア
リ
。

聴
診

上

水
泡
音

ヲ
聴

ク
。

注

射

(○

・〇

四
)
後
、
著

シ
ク
禮

温

下
降

シ
、

十
月

二
日
十

一
貫
六
百
六
十
匁
。

枯葉

■

淋
井

甜
奪

回
+
汁
貧

一
週
目
後
平
温
ト

第
五
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十
三
年

無
職

五
年
五
月
二
十
五
日
入
所

原

著

安

藤

.森

H
肺

結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

y

ム

ニ
ゾ
」
療

法

ノ
臨
休

成

績

六

二

一



原

著

安
藤
・森
n
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
二
二

診
断

右
側
肺
結
核

主
訴

血
痕
、
全
身
倦
怠
、
食
慾
不
進

既
往
症

昭
和
二
年
九
月
以
来
微
熱
、
咳
漱
、
時

々
血
痕
ヲ
見

〃
ト
云

フ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
不
良

ニ
シ
テ
、
皮
膚
精

一
貧
血

セ
リ
。
右
肺
尖
打
診

青
短
、
呼
気
延
長

シ
、
右
肺

一
般
呼
吸
音
比
較

的
弱
、
右

後
下
部

二
羅
音
ヲ
聴
ク
。

経
過

八
月
二
十
六

日
第

一
同
注
射
ヲ
施
行

シ
、
十
月

二
日

二
至

ル
迄
六
国

ノ
注
射
ヲ
行

ヘ
リ
。
第
四
同
以
後
、
鵬
温
三
十
七
度
以
下

ト
ナ

レ
リ
。
第
⊥
ハ
同
注
射
後
膿
温
ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

鵠
重

八
月

二
十
六
日
九
貫
百
七
十
匁
、
九
月
九
日
九
貫
⊥
八
百
、
九
月
二
十
三
日
九
貫
四
百
五
十
匁
、
十
月
九
日
九
貫
⊥
ハ
百

二
十
匁
。
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第
六
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
四
年

無
職

五
年

一
月
三
十
日
入
所



緯

距

豊

蚤

賦

岳
一
画
m
+
ロ
メ
深

溝
歯

■

熟
細

意
箏

H
十
圏
醤

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

三
年
前

二
気
管
枝
炎
ト
診
断
サ

レ
、
以
来

咳
漱
、
喀
疾
、
全
身
倦
怠

ア
リ
、
食
慾
又
不
逞
ナ
リ
。

現
症

'豊
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
、
打
診
土
左
肺
尖

拉
左
前
下
部
短
、
左
肺
全
般

二
水
泡
音
ヲ
聴
取

ス
。

左
後
中
央
部
呼
吸
音
粗

ニ
シ
テ
羅
音

ア
ソ
。

経
過

八
月

二
十
⊥
八
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
四
)
ヲ

施
行

シ
十
月
十
九

日
迄
七
回

ノ
注
射

ヲ
ナ
セ
リ
。
第

一
回
注
射
後
鵬
淵
…著

シ
ク
良
好
ト
ナ
リ
、
第
三
同
注

射
後
禮
温

ノ
動
揺
減
少
セ
リ

(禮
温
表
参
照
)
。

膿
重

八
月

二
十
六
日
九
貫
二
百
六
十
匁
、
九
月
十

六
日
九
貫
四
百
匁
、
十
月
六
日
九
貫
三
百
匁
つ

第
七
例

入
院
患
者

■

某
男

十
二
年

小
畢
生

五
年
三
月
十
八
日
入
所

診
断

右

側
肺

結
核

.

主
訴

微

熱
、

咳
漱

既

往
症

生
来
虚

弱
、

戚

冒

二
罹

り
易

キ

モ
著

患

ヲ
知

ラ
ズ
。

現

症

禮
格
中
等

度
、

榮
養

不

良
、
貧

血
著

名

ナ
リ
。

右
前
下

部

二
水
泡
音

ヲ
聴
取

ス
。

経

過

注
射
前

三
十
⊥
ハ
度
-

三
十
七
度

二
、

三
分

ノ
弛
張

熱

ア
リ
、

二
十
六

日

(○
・
○

こ

注
射
後

三
十

七
度

五
分

二
上
昇

セ

ル
壬
翌

日

ハ

三
十
⊥
ハ
度

五
分

二
下

降

セ

リ
。

第
四

同
注

射
後

髄

温

ノ
動
揺

減
少

セ
リ
。

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
y
ム
ニ
y
」療
法
ノ
臨
林
成
績

六
二
三



原

著

安

藤

・
森

n
肺

結

核

二
於

ケ

ル

「
ヘ
テ

ロ
イ

ソ

ム

ニ
ソ
」療

法

ノ
臨

休

成
績

順

叶

室

=藝

出
歯
逆

]
+
〉
田
》
蔀

粋、薬

■

洪
肥

ぞ

箏

⊥
、
ロ

君

六
二
四

騰
重

八
月

二
十
六
日
五
貫
五
百
三
十
匁
、
九
月
十
六
日
五
貫
七
百
匁
。

第
八
例

入
院
患
者

■

某
男

三
十
五
年

製
材
職
工

四
年
十
二
月
二
十
四
日
入
所

診
断

両
側
肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

む

既
往
症

大
正
十
五
年
春
頃
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ト
診
断
サ

レ
、
以
来
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
、
貧
血
ヲ
認

メ
ズ
。

左
前
上
部

拉
後
上
部
及
ビ
右
後
上
部

二
羅
音

ヲ
聴
取

ス
。

経
過

八
月

二
十
⊥
八
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
施
行

シ
.
九
月
九
日
第
三
同
注
射
ヲ
ナ

シ
、
後
禮
温
三
十
七
度
以
下

ト
ナ

レ
リ
。
十
月

二

日
第
六
同

(○
・
〇
四
)
ノ
注
射
ヲ
ナ

シ
禮
温
三
十
七
度
以
下
ナ

ル
モ
未
ダ
朝
夕

ノ
動
揺

ノ
減
少

ス
ル

ニ
至
ラ
ズ
。



醤

〉

重

罰
岩
国
耀
十
"
通
口
+
国
国
》
摯

難
曲

■

泄
湖

盆
蓼

川
十
出
歯

喜

層

+琴 塁 壁 ヨ 尊 卑

調ミ碧 孝 回 章1理
∠1 川lllllhlll川lllll;川illll川lhH,1川II川1;llllll川 川1悼

艶iP
llll帥7轟!1ピ1糊 しlll;削 島;。5 5

＼

1,
l
l.
i

i

l

Il
I

I

「

l

l

I

1

1

1

・i
一†'

1

1

[

」

1

1

1

」

.1

{

…

柄 くi
,1Lレ滑
嘱十↓L…

.斗十悸
『⊥ll

田
1ト「Lu
lL』 圃
1野Uli
h増?

1:
[
1
1
11
..
ll:

Il

II

ll

H

l1.汗τ

…

;

:

・

1川
1川
1川
童ll
81伺)1

諌

譲

ぶ

い角

い
9
い
o
u
、

欲

樹
■

隈』
u 1 Il

II

I

l

11

1I

Il

l
I
l
i
l
}

」

Illl ll一
「」

1

[ :

1齢
1

γ脳1 11
目.聞 目

1 i 1「渦§ 口
ll用 ll

1[1 ll 「 1糧 目
1!ll ll } 口圃 1[ 』

＼

し llI 口 .1 111旧ll Il
・llI 日 1 目、]置11

11
ll

!
戸

慰

L F L、 ド 目

"il

口

Hト

田野

1な

眠

iI 11H i細il、 1 }隔
o II・; 1 1製ll31 1

田

田,

1晒tI巾 1Hl 閉1柵1,11
1

1 ll}
↓半纏 1川1 }田i村 田 1 } 1 川 ,

[1 Ilt墜1「1 1 [ ll
1阿 ド ・ 「 1 II [ 1[

」 目 川口〒励ρ 臼1

ll
ll
lIII01[ 画 111旧 [1[〒 級1

[ 　 llll[ i

¶111

]]目
「[謬

1 一 悩 一 一
1出1 1

阪

}弔
ll、

}卜

ll、

llミ
＼
N

は1一 1

＼
lII

lllIII[
し

日hゆ [も 二
1 llllI ll

1 ・}1 lUll h

⊥L__二
1

-6一 一」～ 一 ,

磯目 「翁
u

一一←一一 一 一・㍗ 一一 一∴ラi i
l
}

i、'

[
}1}1

一
一
1↓十トー L・秘1} 101

旧1

1川 I
I

ol

l
l

l}11

一 十!出 ・…;〉 ÷引
「田

田H ll
目[1 1111レ II 1 01目 h 1 ll 葛Il目 】 川 ・田 [函i+llト 日1ト 1 [llll 目 「 11

Ll十十陪細 41轡}1;1'} !目田 騨 }1 1'冊

＼ 十帰隔 』・藩
rl 甲 1

Hll、
1川1＼
「lll

旧II

も

、

へ

も

ミ
'、

1セ

Hミ

胎

ヒH

ll築

ll嶋

1版

1' ti、ト} ll 10 「
F 1田1田 [川 目1 欄 日11 1田 llll国1り 「 卜昌1劇

11111 lllL「 U隅1=IFI 目 」 目[
」

←一
llll

…1

1111 i}『班 ・1 田 ・H
1

11
」

1

闇IH
州 一・1十十キ冊 ＼

網田田Hll 1騰4一 柄 1田1旧 1
[

τ

L⊥ ⊥揺 1 ll
・1ド『葵 一

1 「} 1
一

ナ十+ rr旨 市 、 ・…
」

1}1田 柄h† 口
II III 1～1 一…卿ト1則 ll 1 1ほ 1

ド11 ・目 「 † 1謂1= レIT 1}
・1 il目 1 ,,+、 ・純一一 ・_一

ll
III トIi、

ト「
1

1 }
㍗

ll lh 田1 　 1・害 ・一 一li「 融 ド 卜
1 ll「1 田 1 1 II ウ 唇1田 11 件 [

◎
lll ll il口 1 1 1秘II r Ib 1円1 11
ト IIIl ～ 「 1 11 「

II・ 陪 ～ lI
1

1巨

! Iih 1 10 [ 16賭 1[1 1」1酎 llll 用1
11日 旨 日 ト lI一II 11

lllI1
':讐 III]卍

lll
1-11 』 i

ミ

塁0

鎗

ビ

適

挿

句

1傘

曾

へ

"

㍉

、

}

1[1
1 1一 凶 1「1 1

1

1[1} k ll ll鰍 ほ 目口 1 1
1日1 1 1 1川IL』' 田 1 1
lP ρ II 1風 口1=1 1 叩1㍉ 11 1 Il

1 h
il

1 嘱:
I
l 1

[ m旧L員 βlI !
トll 1

i ;1 1 「り[属陛111一 1 lI 1
」 1 ・lt脚u ト IF 1

1 Ni h り 引
塵
》

」1 [ B !響招1 」1

1
[
1

トP
i H 1いN、1 口1 L 1昌

卜

I

i[ 1、 Ir十号 Il口 [ 1
「 ,

1

Ill【 、1弼i li」 1 、1」

1
}
}
1

[
l

l

1?『+へi.■,ド i l

l'

1

【,

l

Il

ll
II

1

1

1l

l

r

l

ヒ

L

l

ll

lI

I

I
J

.

　 H

1

引

1'1

llll 田1 1
n li日 3lI

レ
「1

[

1
闘1

セ m 1
11

}

l

l
1

Il1 II 口 ヒ

」黛 l
i

川.志

1目

ノ【 …l

lI

「 1 「 IT

H
l

照

川

トlll
li川

卜H卜

▽

}
Il 1 1田 1 11rl

川 11 i m B 田
lI 1 [ 1目' 11 1レ

1 IIl 16ピ III ll

膿
重

八
月

二
十
⊥
八
日
十

二
貫
百

二
十
匁
、
九
月
十
六
日
十

二
貫
四
百
匁
、
九
月

二
十
三
日
十

二
貫
五
百
匁
。

第
九
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
⊥ハ
年

無
職

五
年
九
月
十
五
日
入
所

診
断

左

側
肺
結

核

主
訴

全

身
倦

怠
、

喀
疾

既

往
症

五
年

三
月
頃

肺
尖

「
カ
タ

ル
」
二
罹

り
、

同
年
六

月

二
十

一
日
喀
血

セ
リ

ト
云

フ
。

現

症

髄
格
中
等

度

、
榮

養

不

良
、
巌

痩

甚

シ
ク
貧

血

セ
リ
。

左

上
部
短

ニ
シ
テ
唾

音
極

メ
テ
著

明
ナ

リ
。

経

過

本
例

ハ
注

射
前

三
十

六

度
乃

至
三

十
七
度

内
外

ノ
弛
張

熱

ニ
シ
テ
九

月
十

五

日
第

一
同

注
射
後

鞘

一
膿

温

ノ
動

揺

少
ナ

キ
が
如

キ

モ

依
然

ト

シ
テ
三
十
七

度
内

外

ノ
登

熟

ヲ
見

タ
リ
。

十
月

十

日
迄

四
周

ノ
注

射

ヲ
行

ヘ
リ
。

禮
重

禮

温
下
降

ノ
著

明

ナ

ラ
ザ

ル

ニ
拘

ハ
ラ
ズ
禮

重

ハ
九

月
十

五

日
十

一
貫
匁

、
九
月

三
十

旧
十

一
貫

三
百
八

十
匁
、

十
月
七

日
十

一
貫

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
y
」療
法
ノ
臨
抹
成
績

六
二
五



9

第 九 例 昭和五年九月十五日入所

姓名 ■ 某男 年齢 二十六年

原

著

安

藤

・
森

11
肺

結

核

二
於

ケ

ル

「
ヘ
テ

ロ
イ

ン

ム

ニ
ン
」
療

法

ノ
臨

休

成

績

第 十 例 昭和五年五月十五日入所

姓名 ■■}川某男 年齢 四十二年

鮭
酬一八

舟

酔

+

計

計

+

酬

龍

百

摘 要

囲鷹
・
三
沁

」
二
,

…
曽
七
一

.
三
六

三
五

三
四

乃
呼
書

辞

叶

,

計

計

.
+

に

百

計

計

叶

腋

現
定

盤
格
中
等
度

ニ
シ
テ
榮
養
不
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
軽
度

ノ
貧
血

ヲ
認

ム
。
左
上
部
濁
音
ヲ
呈

シ
、
曜
音

ヲ
賠
ク
、

粗

ニ
シ
テ
羅
音

ア
リ
。
下
痢

一
日
数
行
ア
リ
。

纒
過

八
月

二
十
⊥
八
日

ヨ
リ
十
月
九

日

二
至

ル
迄
六
国
注
射
ヲ
施
行

セ
リ

(○
・
〇
三
1
0
・
〇
四
)
、
禮
温

二
於
テ
著
明

ノ
下
降
ヲ
認

メ
ザ
リ

キ

。

髄
重

八
月

二
十
⊥
八
日
十

二
貫
四
百
九
十
匁
、
九
月

二
十
三
日
十

一
貫
七
百
五
十
匁
。

第
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
四
年

亀
甲
加
工
業

五
年
三
月
十
日
入
所

六
二
六

⊥
ハ
百
二
十
匁
、
十
月
十
四

日
十

一
貫
七
百
匁

ニ
シ
テ

著
明

二
増
加

セ
リ
。

第
十
例

入
院
患
者

■

■

某
男

巳
四
二
年
男

無
職

五
年
五
月
十
五
日

入
所

診
噺

南
側
肺
結
核
兼
腸

結
核

主
訴

咳
噺
、
喀
疾
、
下

痢既
往
症

昨
年
三
月
気
管

枝
炎

二
罹
リ
後
全
快

セ
ズ
、

咳
瞬
弔、
喀
誰淡
、
西彼
執
…ア
リ
。

右
前
上
部
呼
吸
音



診
断

肺
結
核

主
訴

登
熟

(三
十
八
度
)
、
倦
怠

既
往
症

四
年
前
、
登
熟
喀
血

セ
リ
ト
、
爾
来
咳
漱
、
喀
　淡
ア
リ
。

現
症

禮
格
中
等
度
,
榮
養
不
良
ナ
ル
青
年

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
音
短
、
水
泡
音

ヲ
聴
ク
、
左
上
部
濁
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。

,

経
過

八
月

二
十
⊥
八
日
第

一
同

(○
.
〇
三
)
ノ
注
射
ヲ
ナ

ス
。
注
射
後
第
三
日
、
第
四
日
雨
日
禮
温
梢

一
下
降

セ
リ
。
第

二
同
注
射

(九
月

二

日
)
後
第
二
日
及
ビ
第
三
日
膿
滑
稽

ζ
降
下

ヲ
認

メ
タ
リ
。
九
月
十
六
日
第
四
同
注
射
後
盤
温

ノ
動
揺
減
少
ヲ
認

メ
、
三
十
七
度
以
下

ノ
禮

温
ヲ
示

ス
コ
ト
屡

ζ
ナ
リ
キ
。
.

膿
重

九
月

二
日
十
貫
四
百

二
十
匁
、
九
月
九

日
十
貫
八
百
六
十
匁
、
九
月
十
⊥
八
日
十

一
貫
百
⊥
ハ
十
匁
、
九
月
二
十
三
日
十

一
貫
三
百
匁
、

毎
週
百
四
十
匁
一
四
百
四
十
匁

ノ
増
加

ヲ
見

タ
リ
。

撚

十

一

豊

=筆
口出
盆
鴇
加
斗
ロ
ン
爺

醇
菌

■
■
罹
細

醤
蓼

"
+
圏
笹

原

著

安

藤

・
森

n
肺
結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

ン

ム

ニ
シ
」
療

法

ノ
臨
然

成
績

六
二
七



原

著

安

藤

。森

11

肺
結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

・
イ

ン

ム

ニ
y
」
療

法

ノ
臨

休

成

績

六

二
入

館
十
二
例

入
院
患
者

■

某
男

三
十
三
年

無
職

四
年
十

一
月
十
七
日
入
院

診
漸

左
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、
胸
痛
、
輕
熱

既
往
症

四
年
前
寒
冒

二
罹
リ
後
微
熱
ア
リ
。

昭
和
三
年
三
月
及
ビ
十
二
月
爾
同
喀
血

セ
リ
ト
云
フ
。

現
症

燈
格
中
等
度
.
榮
養
良

ニ
シ
テ
貧
血

ヲ
認

メ
ズ
、
皮
膚
亦
湿
潤
、
左
肺
尖

二
水
泡
音

ヲ
聴
取

ス
。

左
後
上
部
呼
吸
音
頗

ル
弱

シ
。

経
過

八
月

二
十
⊥
八
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
セ
ル

ニ
、
注
射
後
第

二
日
、
第
三
日
、
第
四
日

ハ
盤
温
三
十
七
度
以
下

二
下
降

セ
リ
。

十
月
九
日
迄

二
七
同

ノ
注
射
ヲ
施
行
セ
リ
。
第
四
同
注
射
後
鶴
沼
ノ
動
揺
減
少
セ
リ
。

膿
重

八
月

二
十
六

日
十
三
貫
四
百
匁
、
九
月
九

日
十

三
貫
五
百
匁
、
九
月
十
⊥
八
日

十

三

貫

五
百
八
十
匁
、
十
月
九
日
十
三
貫
六
百
八
十

匁
。
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第
十
三
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十

一
年

文
房
具
店
々
員

四
年
十
二
月
十
二
日
入
所

診
断

左
肺
尖
結
核

主
訴

咳
漱
、
略
装

既
往
症

二
年
前
三
十
九
度

二
熱
登

ス
。
當
時
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診
断

ヲ
受

ク
。
其

ノ
後
経
過
不
良

ニ
シ
テ
、
登
熟
消
退

セ
ズ
。

現
症

禮
格
中
等
.
榮
養
可
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
左
肺
尖
短
、
左
肺
尖
後
部

二
水
泡
音
著
明
ナ
リ
。

経
過

本
注
射
施
行
前
三
十
七
度
内
外

ノ
登
熟

ア
リ
。
本
注
射

ノ
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
後
禮
温
三
十
七
度
以
下

二
下
降

セ
リ
。

十
六

日
ヨ
リ
十
月

二
日
迄

一エ
ハ
同

ノ
注
射

ヲ
施
行
セ
リ
。
四
周
注
射
後
髄
淵

ノ
動
揺
著

シ
ク
減
少

シ
経
過
良
好
ト
ナ

レ
リ
。

禮
重

八
月

二
十
⊥
八
日
十
五
貫
⊥ハ
百
六
十
匁
、
九
月

二
日
十
五
貫
八
百
匁
、
九
月

二
十
三
日
十
五
貫
八
百
五
十
匁
。

臓

十

四

豊

=瓜
費
国
賓
十
口
並
十
口
ロ
ン
醗

酵
歯

■

揖
頴

蓄
器

口
十
一
喰

八
月
二

第
十
四
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
三
年

無
職

五
年
八
月
二
十
九
日
入
所

原

著

安

藤

・森

"

肺
結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ
.・
イ

ソ
ム

ニ
ソ
」
療

法

ノ
臨

休

成

績

O

六
二
九



原

著

安
藤
●森
U
肺
結
核
二
於
ケ
ル
、
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ゾ
」療
法
ノ
臨
殊
成
績

六
三
〇

診
断

肺
尖
浸
潤
兼
陸
曹
性
肋
膜
炎

主
訴

喀
疾

(朝
、
夕
)
微
熱

既
往
症

本
年
⊥
八
月
初
旬
左
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
二
罹

ル
。

現
症

燈
格
中
等
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
爾
肺
尖
短
、
呼
吸
音
粗
、
左
後
下
部
摩
擦
音
著
明
.
打
診
音
短
。

経
過

九
月
九

日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヨ
リ
十
月
十
七

日
迄
六
回

ノ
注
射
ヲ
施
行
セ
リ
。
第
三
同
注
射
後
、
禮
温

ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

禮
重

九
月
九
日
十
貫
六
十
匁
、
十
月
十
六
日
十
四
貫
三
百
八
十
匁
。
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第
十
五
例

入
院
患
者

■

某
男

診
断

左
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

圭
訴

喀
疾
、
微
熱

三
十
七
年

元
會
肚
員

四
年
三
月
二
十
八
日
入
所



醤

+

出

自

長
哲
圏
醤
M
並
n
+
〉
コ
ン
訴

辞
歯
■

激
准

貧
窮

国
+
叶
賞

既

往

症

昨
年

三
月

登
熟
喀
疾

ア
リ
。
肺

尖

「
カ

タ

ル
」
ト
診
断

サ

ル
。
三
月
十
六
日
、

拉
十

一、月

二
十
日
南
同

二
五
リ
喀
血

セ
リ
。
本
年

一
月
第

三
回
目
ノ
喀
血

ヲ
ナ
セ
リ
ト
云

フ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ナ

ル
男
子

ニ

シ
テ
左
肺
尖
短
、
呼
吸
音
粗

ニ
シ
テ
時

二
水
泡

音

ヲ
聴
取
セ
リ
。

経
過

八
月

二

十

⊥
八
日
第

一
回
注
射

(○
・
〇

四
)
ヲ
施
行

シ
、
九
月
十
⊥
八
日
迄
四
周

ノ
注
射

ヲ
行

ヘ
リ
。
本
例

八
極
メ
テ
輕
熱

ノ
例

ニ
シ
テ

第

二
同
注
射
以
後
禮
温
ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

賠
重

八
月

二
十
⊥八
日
十
二
貫
二
百
九
十
匁
、

九
月
九
日
十
二
貫
三
百
四
十
匁
、
.九
月
十
⊥
八
日
十

二
貫
四
百
四
十
匁
。

第
十
六
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
二
年

自
動
車
運
縛
手

五
年
七
月
二
十
五
日
入
所

診
断

右
肺
尖
浸
潤

主
訴

咳
漱
、
喀
疲

既
往
症

四
十
日
前
寒
冒

二
罹
リ
、
爾
来
輕
熱
.
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ
。

現
症

禮
格
強
肚
、
榮
養
可
良
ナ
リ
。
右
肺
尖
短
.
呼
吸
音
粗

ニ
シ
テ
、
'呼
気
延
長

セ
リ
。

経
過

本
注
射
前
三
十
七
度
内
外

ノ
輕
黙
祷
績

セ
リ
。
八
月

二
十
六
日
第

一
回
注
射

(○
.〇
三
)
後
、
第

二
日
目

ヨ
リ
五
日
間
三
十
七
度
以
下

二
下
降

セ
リ
。
十
月

一
日
迄
六
日

ノ
注
射
ヲ
施
行
セ
リ
。
第
四
回

ノ
注
射
後
膿
温
三
十
七
度
以
下

二
下
降

シ
動
揺
減
少

セ
リ
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膿
重

入
月

二
十
六

H
十
四
貫
三
百
六
十
匁
、
十
月

二
日
十
四
貫
七
百
八
十
匁
。

第
十
七
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十

一
年

市
電
作
業
員

四
年
十
二
月
二
十
三
日
入
院

診
断

肺
結
核

圭
訴

咳
噺
、
喀
疾

5

既
往
症

昨
年
八
月
寒
冒

二
罹
り
、
氣
管
枝
炎

ノ
診
断

ヲ
受
ケ
、
本
年

二
月
乾
性
肋
膜
炎

二
罹

ル
。

現
症

讐

中
等

榮
養
可
良
ナ
劣

予

;

テ
貧
血
ヲ
認

メ
ズ
.
左
肺
全
般

二
亙
毒

吸
　日
粗
、
時

々
竪

日
ヲ
難
ク
、
右
後
下
部
呼
墜

日

特

二
粗

ナ

リ

。

経
過

九
月
三
藁

高

注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
施
行

シ
+
月

二
日
迄
六
回

ノ
注
射
ヲ
施
行

セ
リ
.
第
四
同
以
残

羅

ノ
霧

減
少

セ
リ
.

第
+
八
例

入
院
患
者

■

某
男

.
二
+

二
年

責
藥
商

四
年
六
月

二
日
初
診



第 十 入 例ll召 和六年六月四 日入院

姓名 ■ 某男 年齢 二十二午

熱

曽
。

三
九

三
へ

三
七
晦

三
六

三
五

三
四

ノID.

呼 贋

烹1赤
毛t白 へ■一

六十百六卜
:

五十百四十

四十2T二十

百

計

計

計

+

既

往

症

五
年

四
月

初
旬

ヨ
リ
咳
漱

、
喀
疾

ア
リ
、

現

旋

盤
格
薄

弱
、

榮
養

不

良
、
貧

血

セ
ル
男
子

ニ
シ
テ
、

ソ
。

経
過

入
院
前
三
十
六
度
五
分
一
三
十
七
度
五
分

ノ
弛
張
熱

ア
リ
。
本
注
射

(○
・〇
三
)
ヲ
行

ヒ
シ

ニ
悪
寒

ヲ
罷

工
三
十
八
度

二
登
熟

シ
、
熱

型
叉
不
規
則
ト
ナ

レ
リ
。

其
ノ
後

二
同

ノ
注
射
ヲ
施
行
セ
シ
モ
著
致
ヲ
認

メ
得
ザ
リ
キ
,
膿
重
文
精

一
漸
次
減
少

セ
リ
。

第
二
十
例

入
院
患
者

■

某
男

四
十
四
年

無
職

四
年
四
月
三
日
初
診

原

著

安
藤

.森

11
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ

y
ム
ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
三
三

診
断

右
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
兼
腹
膜
炎

主
訴

微
熱
、
全
身
倦
怠
、
臓
痩

既
往
症

大
正
十
五
年
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ノ
診
断

ヲ
受
ク
、
讐
治

ニ
ヨ
リ
テ
快
癒

セ
リ
ト
云
フ
。

現
旋

盤
格
中
等
度
、
榮
養
不
良
、
可
成
リ
癩
痩

セ
リ
。
右
上
部

二
水
泡
音

ヲ

聴
取

ス
。
腹
部
竪
ハ張

セ
リ
。

纒
過

入
院
時
三
十
七
度
乃
至
三
十
七
度
四
分

ノ
輕
熱

ア
リ
。

食
慾
不
逞
ナ
リ

キ
。
七
月
十
二
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
四
)
シ
、
當

日
三
十
七
度
五
分

二
上
昇

シ
、

注
射
後
第
二
日
三
十
六
度
八
分

二
下
降

セ
リ
。
其

ノ
後

二
同

ノ
注
射
ヲ
行

ヒ
髄

温

ノ
動
揺
僅
少
ト
ナ

レ
リ
。

第
十
九
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
三
年

畢
生

五
年
五
月
二
十
ニ

ツ

日
初
診

　
鞭

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、
午
後
登
熟

食
慾
減
退
セ
リ
ト
云

フ
。

左
肺
全
般

二
水
泡
音
拉

二
摩
擦
音

ヲ
聴
取

シ
、
右
腕
上
部

ニ
モ
羅
音

ヲ
聴
取

セ



原

著

安
藤
・
森
n
肺
結

核

二
於

ケ
ル
づ
ヘ
テ

ロ
イ

ソ
ム

ニ
ン
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
三
四

診
噺

肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

全
身
倦
怠
、
咳
噺
、
喀
褒

既
往
症

本
年
三
月
頃
寒
冒

二
罹
リ
爾
来
咳
漱

ア
リ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
青
短
、
時

々
羅
音

ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

八
月
二
十
六

日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
施
行

シ
後
三
同

ノ
注
射
ヲ
行

ヒ
シ
ニ
禮
温
ノ
動
揺
減
少

セ
シ
モ
爾

ホ
三
十
七
度
以
上

ノ

爽
熱

ヲ
見

タ
リ
。

第
二
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

四
十
三
年

農
夫

五
年
六
月
十
二
日
初
診

診
断

右
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、

既

往
症

三
年
前

ヨ
リ
咳
漱
、
喀
疲
'、
盗
汗
ア
リ
、
右
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ノ
診
断

ヲ
受
ク
。

現
症

騰
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ノ
男
子

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
青
短
、
呼
気
延
長

シ
羅
音

ヲ
聴
取

ス
。

経
過

五
年
九
月
三
日
第

一
同
注
射
後

(○
・
〇
三
)
膿
温
略
一
三
十
七
度
以
下
ト
ナ
リ
、
其

ノ
後
十
月
十
五

日
迄
五
同
ノ
注
射

ヲ
行

フ
、
第

四
同
注
射
後

ヨ
リ
膿
温

ノ
動
揺
減
少

シ
正
常

二
近
ク
ナ

レ
リ
。

、

禮
重

九
月
三
日
四
九
・
〇
五
肝
、
十
月
十
五
日
五
〇
・
〇
五
肝
。、

第
二
十
二
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十
四
年

家
嫡

四
年
九
月
八
日
入
院

診
断

肺
尖
「
カ
タ
.ル
」

主
訴

微
熱
、
肩
凝
リ

既
往
症

三
-
四
週
間

前

二
、
寒
冒

二
罹
リ
、
背
部
惨
痛
、
微
熱
、
肩
凝
リ
ア
リ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ノ
家
婦

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
音
短
、
時

々
羅
音

ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

入
院
前

三
十
七
度

内
外

ノ
微
熱

ハ
本
注
射

一
同

二
言
リ
注
射
後
第

二
日
、
第
三
日
三
十
七
度
以
下

ト
ナ

レ
リ
。
但

シ
注
射
當
日

ハ
三
十



七
度
四
分
迄
上
昇

セ
リ
。

第
二
十
三
例

入
院
患
者

■

某
女

四
十
二
年

家
婦

四
年
七
月

二
十
五
日
入
院

診
漸

右
肺
尖
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

囎

既
往
症

本
年
六
月
十
日
來
咳
漱
、
喀
疾
緩
緩

セ
リ
。

。

現
症

禮
格
、
榮
養

共

二
中
等
度

ノ
家
婦

ニ
シ
テ
右
腕

ハ
後
面

ヨ
リ
打
診
音

一
般

二
短

ニ
シ
テ
右
後
下
部

二
鑛
響
性
囎
音

ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

八
月

一
日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
施
行

セ
シ
一二
二
十
七
度
⊥八
分
迄
上
昇

シ
注
射
後
第
二
日
、
第
三
日

ハ
三
十
七
度

ト
ナ
リ
、

八

月
八
日
策

二
回
注
射
施
行
後
鷺
沼

!
上
昇
減
少

シ
、
九
月
八
日
宇
治
退
院

セ
リ
。

腱
重

八
月

一
日
九
貫
百

二
十
匁
、
九
月

二
日
九
貫
三
百
匁
。

第
二
十
四
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
五
年

無
職

四
年

一
月
八
日
入
院

一
月
十
⊥八
日
退
院
其
後
外
来

へ
垣
院

診
断

肺
尖
結
核

主
訴

微
熱
、
全
身
倦
怠

既
往
症

四
年
前

二
寒
冒

二
罹
リ
微
熱
縫
績

セ
リ
。
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診
断

ヲ
受

ク
。

現
症

膿
格
眠
、
榮
養
可
良
ナ

〃
青
年

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
音
短
、
呼
気
延
長
著

シ
ク
、
曝
者

ヲ
聴

ク
。

経
過

一
月
十

二
日
第

一
同
注
射
後
前
後
二
十
四
同

ノ
注
射

ヲ
ナ
セ
リ
。
本
例

ハ
本
注
射

二
鋭
敏

ニ
シ
テ
注
射
當
同
盟
温

ハ
三
十
七
度
五
分

迄
上
昇

セ
リ
。

一策
⊥
ハ
向
洋
一射
後

ヨ
リ
贈
隅淵
…ノ
動
{拙
著

シ
ク
沁似
少

セ
リ
。

第
二
十
五
例

入
院
患
者

■

某
男
∵

二
十
二
年

無
職

四
年
五
月
二
日
入
院

診
断

右

肺
尖

浸
潤
粂

左
肺

尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

喀
血

、

盗
汗
、

咳
漱

、

喀
疾

原

著

安
藤
・森
"
肺
結
核

二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
y
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
脈
成
績

六
三
五



原

著

安
藤
・森
"
肺
結
核
二
於
ク
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
肱
成
績

六
三
六

既
往

症

四
月
六

日
來
咳

漱

ア
ソ

テ
時

二
血

疾

ア
リ

ト
云

フ
。

現
旋

盤
格
中
等

度

、
榮
養

中
等

度

ニ
シ
テ
右
肺
尖

打
診
青

短

、
左
肺

尖

二
嘱

音

ヲ
嘉

取

セ
リ
。

経

過

五

月

二
十

日
第

一
同

注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
爲

ス
.、
注
射
後

三
十
七

度
八

分
迄

ノ
熱

登

ア
リ
、

翌

日
三
十
七

度

五
分

二
下
降

セ
リ
。

第
二
十
⊥ハ
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十

一
年

家
婦

四
年
五
月
十
八
日
入
院

診
漸

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

登
熟
、
咳
噺
、
膿
重
減
少
、
盗
汗

既
往
症

三
ケ
月
前

ヨ
リ
禮
温
⊥
昇
、

(三
十
八
度
五
分
)
咳
漱

ア
リ
月
経
不
規
則

ニ
シ
テ
騰
重
漸
減

セ
リ
ト
。

現
症

禮
格
中
等
度
.
榮
養
可
良
ナ

ル
婦
人

ニ
シ
テ
左
肺
尖
打
診
青
短
、
呼
吸
音
粗
、
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
透
親

ニ
ヨ
リ
左
右
爾
肺
門
腺
腫
脹

セ
リ
。

経
過

五
月

二
十
二
日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
注
射
後
第
二
日
、
第
三
日
精

一
禮
温
下
降

セ
リ
。
六
月
四
日
第

二
回
注
射
、
⊥八
月

二
十
七

日
迄

二
五
回

ノ
注
射
ヲ
行

ヘ
リ
。
第
四
同
注
射
後
燈
温

ノ
動
揺
減
少

シ
三
十
七
度
以
下

ト
ナ

レ
リ
。

第
二
十
七
例

入
院
患
者

■

某
女

十
九
年

無
職

四
年
九
月
三
日
入
院

診

断

右

肺
尖

結
核

主
訴

咳

噺

、
喀
疾

既
往

症

ニ

ケ
月
前

寒

冒

二
罹

リ
頭

痛

、
登

熟
、
咳

漱
時

二
血

族

ヲ
認

メ

シ
ト
云

フ
。

現
症

右

肺
尖

短

ニ
シ
テ
呼

気

延
長

甚

ダ

シ
ク
呼

吸
音
粗

ナ

リ
。

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
透

親

二,
ヨ
リ
右
肺
尖

二
陰
影

ヲ
認

メ
タ
リ
。

経

過

九

月

十
七

日
第

一
同

注
射

(○

。
〇
三

}
ヲ
行

ヒ
、

注

射

後
第

三

日
精

一
狡
熱

下
降

シ
、
九

月

二
十

五

日
第

二
回
注

射

ヲ

ナ

ス
。

禮

温

ノ
動
揺

精

一
減

少

シ
ニ
十
九

日
宇

治
退
院

セ
リ
。

第
二
十
入
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十
八
年

家
嫡

四
年
五
月
十
六
日
初
診

診
断

肺
結
核
兼
喉
頭
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、
榎
聲



搾

文

書

蓋

置

年

輩

暴

醇
歯
■

潔

藁

川
重

の

既
往
症

二
年
前
ヨ
ソ
咳
墜

喀
疾

登
熟

ア
リ
。
約
四
ケ
月
前

ヨ
リ
唖
聾

咽
頭
痛

ヲ
招
来

セ
リ
。
本
院
耳
鼻
科

ニ
テ
喉
頭
結
核

ノ
診
断

ヲ
受

ク
。
喀

疾
中
多
数

ノ
結
核
菌
ヲ
讃
明

セ
リ
。

現
症

騰
格
中
等
度
、
榮
養
不
良
筋

肉
消
退
セ
ル
婦
人

『
シ
テ
左
右
両
腕

全
般

二
面
リ
テ
羅
青
ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

五
月
二
十

一
日

(○
・
〇
三
)

第

一
同
注
射

セ
川
二
騰
温
漸
次
上
昇

シ
下
降

ヲ
見
ズ
注
射
後
第
五
日
三
十

入
度
九
分
迄
上
昇

セ
リ
。
五
月

二
十

八
日
第

二
回

(○
.
〇
三
)
注
射
ヲ
行

フ

ニ
翌
日

ヨ
リ
精

一
下
降

ノ
傾
向
ヲ
示

シ
タ
ン
。
六
月
四
日
第
三
同
、
六
月
十

一
目
第
四
回

ノ
注
射
ヲ

　

施

行

セ
ル

モ
著

攣

ヲ
見
ザ

リ

キ
。
六

月

こ
十

日
宇
治

退
院

セ
ソ
。

第
二
十
九
例

入
院
患
者

-

某
男

二
十
四
年

無
職

四
年
六
月
三
日
入
院

診
漸

肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

二
年
前
肺
尖

「カ
タ
ル
」
二
罹

り
馨
治

ニ
ヨ
リ
快
癒

セ
リ
ト
。

孚
年
前

ヨ
リ
咳
漱
、
黄
色
喀
疾
、
登
熟

ア
リ
テ
現
在

二
及
ベ
リ
。

現
症

騰
格
榮
養
,
中
等
度

ノ
男
子

ニ
シ
ーア
右
肺
尖
打
診
音
濁
、
呼
吸
音
粗

ニ
シ
テ
中
等
大
ノ
曜
音

ヲ
聴
取

ス
。
右
前
上
部
鮭

二
下
部

二
羅

骨

原

著

安

藤

.
森

ー-
肺
結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

ソ

ム
ニ

ソ
」
療

法

ノ
臨

休

成
績

六

三
七
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第 二 十 九 例 昭和四年六月三日入院

姓名 ■ 某男 年齢 二十四年

原

著

安
藤

・森

n
肺
結
核

二
於

ク
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ

ソ
ム
ニ
y
」
療

法

ノ
臨
肱
成
績

ヲ

聴

ク

。

六

三
入

紐
過

注
射
前

三
十
七
度
三
分
乃
至
三
十
八
度
八
分

一一
シ
テ
可
成
リ
動
揺

セ
ル
不
規

則
ナ

ル
熱
型

ヲ
示

セ
リ
。
六
月
十

一
日

(○
・
〇
三
)
注
射
後
三
十
七
度
六
分

ト
ナ
リ

シ
モ
第
六
日
後
再

ビ
三
十
八
度

ト
ナ

レ
リ
b

六
月
十
人
目
第

二
同
注
射
ヲ
施
行

セ
ル

モ
禮
温
ノ
下
降
ヲ
見
ザ
リ
キ
。
六
月

二
十
三
日
宇
治
退
院

罷
重

六
月
四
日
十

一
貫
四
百
八
十
匁
、
⊥
八
月

二
十
三
日
十

一
貫
四
百
匁
。

第
三
十
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十
年

家
嫡

四
年
三
月
二
十
二
日
入
院

診
噺

肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

頭
重
、
咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

二
月
十
八
日
寒
冒

二
罹
リ
頭
重
、
咳
漱
、
喀
疲
'ア
リ
テ
快
癒

セ
ズ
。

現
症

膿
格
中
等

大
、
榮
養
可
良
ナ
ル
家
嫡

ニ
シ
テ
左
右
雨
肺
上
部

ヨ
リ
中
央
部

二

五
リ
豊
富

ナ
ル
曜
音

ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

六
月
四
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
行

ヒ
、
當
旦

二
十
七
度
三
分
迄
上
昇

シ
翌
日
三
十
七
度

一
分

二
下
降

セ
ル
モ
尚

ホ
三
十
六
度
乃
至
三
十
七
度

ニ
テ
禮
淵
動

揺
著

シ
。
七
月

二
日
迄

二
五
同
ノ
注
射
ヲ
行

ヒ
漸
次
髄
淵
下
降

シ
他
量
的

ニ
モ
羅
音
著

シ
ク
減
少

セ
川
ヲ
見

タ
リ
。

禮
重

五
月
十
日
十

二
貫
五
百
七
・十
匁
、
七
月

一
日
十
三
貫
百
三
十
匁

ニ
シ
テ
膿
重

ノ
増
加
極

メ
テ
顕
著
ナ
リ
キ
。

第
三
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

四
十
四
年

會
肚
員

四
年
八
月

一
日
入
院

診
断

肺
結
核

主
訴

喀
血
、
咳
漱

既
往
症

二
年
前

ヨ
ジ
咳
漱
、
廃
疾

(血
液
ヲ
渥
美
)
ア
リ
、
鵬
温
三
十
八
度
内
外
ヲ
上
下

セ
ソ
。



鞘 きロ
ル
十

汁
十

目
十
倒
函
十

函

,〒

軌
"

十

固
斗

珂〉
十

十

汁
寺田1至

精 影回聾脚削ll》1随引明 1坤

澗

凱

十

豊

品
哲
圏
訟
"惚
並
u
十
"
ロ
》
認

醇
歯

■
■
罹
沖

醤
写

糊
十
哲

現

旋

盤
格

中
等
度

、

榮
養

不

良

ナ

ル
男

子

ニ
シ
テ
縞

痩
、

衰
弱

甚

ダ

シ
ク
、

左
肺
尖

室
洞
形

成

著
名

ニ
シ
テ
雨

跡
一全
般

二
嘱
五
日
ア
リ
.

経

過

八
月

三
十

一
口

○
・
〇
三

注
射

セ

ル

モ
著
攣

ヲ
見

ズ
。

九
月

十

二
H
途

二
死
亡

退

院

セ

リ
。

第
三
十
二
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十
年

會
肚
員
妻

四

年
八
月
二
十
五
口
初
診

診
断

肺
尖
結
核

主
訴

頭
重
、
睡
眠
困
難
、
喀
疲
'

既
往
症

一
年
前

ヨ
リ
睡
眠
困
難
、
頭
重
、
喀
疾

ア
リ
テ
軽
快
ヲ
見
ズ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ナ

ル
婦
人

ニ
シ
テ
右
肺
尖
打
診
青
短
、
呼
気
梢
一
延
長

シ
時

々
水
泡
音
ヲ
鼎
ク
。

経
過

九
月

二
十
六
H
第

一
回
注
射
ヲ
施
行

シ
十
月
九
H
迄

一二
二
同
ノ
注
射
ヲ
施
行

シ
膿
温

ノ
動
揺
減
少

セ
ソ
。

騰
重

九
月

二
十
日
十
二
貫
四
百
匁
.
十
月
五
日
十
二
貫
⊥
ハ
百
匁
。

第
三
十
三
例

入
院
患
者

■

某
女

十
九
年

無
職

四
年
七
月
三
日
初
診

診

断

肺

尖

「
カ

タ

ル

」

主

訴

喀

疾

、

輕

熱

原

著

安
藤

・森

11
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ

ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六

三
九



第 三 十 五 例 昭和四年七月六日初診 姓名 ■ 某男 年齢 三十一年

原

著

安
藤
・
森

陛
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

ン
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

既

往

症

ニ

ケ

月

前

寒

冒

二
罹

リ

爾

来

喀

疾

、

三
加

三
へ

三
さ

三
六

三
五

n替

字

"
二

一一

二

一
=

六
四
〇

舞

O

坐
し雪

穴 イ・

五十

四十

白へ十

r「六1

1了四1

肖二i

僧

汁

断

訓

辞

+

i口 「

摘 再

輕

黙

祷
績

セ
リ
。

現
症

膿
格
中

等
度

、
榮

養
可

良

ナ

ル
女

子

ニ
シ
テ
右
肺
尖

打
診
音
梢

ζ
短
、
呼

吸

音

粗

ナ

リ
。

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
検

査

ニ
ヨ
リ
雨

肺
門

腺

腫
脹

セ
リ
。

経

過

七
月

十
七

日
第

一
回

注
射

(○

・
〇

三
)
ヲ
施

行

セ

ル
モ
著

憂

ナ

シ
。

二
十
五

日
第

二
回

注
射

セ
ル

ニ
笙

二
日
後

熱
登

(三
+
七

度

三
分
)
ア
牙
。

第
三
十
四
例

外
来
患
者

■

某
男

三
十
八
年

無
職

四
年
八
月

一
日
初
診

診
断

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
鰍

、
血

痕

既

往

症

牢

年
前

ヨ
リ
咳

噺

ア
リ
。
.時

二
血
痕

ヲ
見

ル

コ
ト

ァ
リ

ト
云

フ
。

現
症

艦

格
中
等

度
、

藁
蓑

可

良

ノ
男

子

ニ
シ
テ
右
肺
尖

呼

吸
音

粗

ニ
シ
テ
水

泡
音

ヲ
聴

取

セ
リ
。

纒
過

注
射
前

三
十
七

度

四
分
内

外

ノ
微
熱

ア
リ
。
九
月

三

日
第

一
同

(○

.
〇

四
)
注

射

ヲ
ナ

ス
。

十
月

一
日
迄

二
五

同

ノ
注
射

ヲ
ナ

ス
。
第

四

同

後
三

十
七

度
以

下

ト
ナ

レ
ル

モ
第

五

同
注

射
後

ハ
却

ッ
テ
登
熟

セ
ソ
。

第
三
十
五
例

外
来
患
者

■

某
男

三
十

一
年

銀
行
員

四
年
七
月
⊥八
日
初

診診
断

右
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、
全
身
倦
怠

既
往
症

四
週
間
前

ヨ
リ
全
身
倦
怠
、
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ
。

現
症

騰
格
中
等
度
、
貧
血
ヲ
認

メ
ズ
。
榮
養
不
良
ナ
ラ
ザ

〃
大
ナ
ル
男
子

ニ
シ
テ



右
肺
上
部
呼
吸
音
粗
、
嚥
音

ア
リ
。

　

経

過

注
射

前
三

十
七

度

五

分

ノ
登
熟

ア
リ

八
月

十
四

日

(○

。
〇
三
)
注
射

ヲ
ナ

ス
。

二
四
同

ノ
注

射

ヲ
施

行

セ
リ
。

第

四
同

以
後

罷
温

正
常

ト
ナ

レ
リ
。

龍

重

八
月

十
七

日
五

一
・五

肝

.
九
月

三

日
五

二
.
二
肝
。

第
三
十
六
例

外
来
患
者

■

某
女

二
十
二
年

無
職

四
年
八
月
三
十

一
日
初
診

診
断

肺
尖
結

核

主
訴
.

微
熱

、
喀
疾

既
往

症

本
年

四
月
初

旬
寒

冒

二
罹

リ
爾
来

全
身

倦
怠
、

喀
疾

ア
リ
テ
軽
快

セ
ズ
。

臓

団

+

メ

豊

=無
量

{ヌ

富
加
+
⊥
鼠
愚

醇
ボ
■
■
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五
月
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榮
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共
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リ
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フ
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罹
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以
下

ト
ナ

リ
他
畳

的

ニ
モ
諸

症
状
輕

快

セ
リ

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
抹
成
績

六
四
五



第 四 十 二 例(其 ノー)昭 和四年六 月二十 日外来 姓名 ■ 某男 年 齢 十 九年

原

著

安

藤

・森

11
肺

結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

ソ

ム

ニ

y
」
療

法

ノ
臨

林

成
績

・
熱

O

三
ん

.
三
八

…
二
七
柵

三
六

三
五

●
三
四

(共 ノ ニ)月
八
日
五
二
・
○
肝

第
四
十
四
例

外
来
患
者

初
診

診
断
}

右
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

六
四
六

第
四
十
三
例

外
来
患
者

■

某

女

三
十
年

家
婦

四
年
九
月

三
日
初
診

診
断

右
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

微
熱

(三
七
度
三
分
)

既
往
症

二
週
間
前

ヨ
リ
登
熟

ア

リ
、
咳
漱
ナ

シ
喀
疾
少
量

ア
リ
。

現
症

髄
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺

二
陣
奮
性
肋
膜
炎
、

右
肺
上
部

二
嘱
音

ア
リ
。

経
過

九
月

十

日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
九
月
二
十
五

日
迄

一二
二
回

ノ
注
射
ヲ
施
行

セ
シ

ニ
、
第
三
同
後
三
十
七
度
以
下
ト

ナ
リ
禮
温

ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

禮
重
九
月
三
日
四
九
・
〇
五
肝
、
十

は
ホ

茄

呼
黒
廿

滑

計

酬

酬

岬

冒計

十1六 十

摘 要

■

某
女

二
十

一
年

無
職

四
年
五
月
二
十
八
日



主
訴

微
熱
、
倦
怠

既
往
症

昨
年
三
月
初
旬
三
十
八
度

ノ
熟
蚕

ア
リ
。
肺
尖

「
カ
ダ
ル
」
ト
診
断

ナ

レ
馨
治
ヲ
受

ク
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
精

一
磁
痩

セ
ル
女
子

ニ
シ
テ
右
肺
尖
部
梢

ζ
短
、
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。

纒
過

七
月
九

日
第

一
同
注
射

ヲ
施
行

シ
注
射
當

日
精

一
熱
登

セ
ル
モ
翌
日

ヨ
リ
熱
下
降

シ
動
揺
減
少

セ
リ
。
十
六

日
第

二
同
注
射
ヲ
施
行

シ
.
騰
温
正
常

ト
ナ

レ
リ
。

第
四
十
五
例

外
来
患
者

■

某
女

十
九
年

無
職

四
年
七
月
二
日
初
診

診
断

右
肺
尖
「
カ
タ
ル
」

・

主
訴

喀
疾
、
頭
重

既
往
症

十
年
前
乾
性
肋
膜
炎

二
罹

ル
。

現
症

榮
養
可
良
ナ
〃
女
子

ニ
シ
テ
、
右
肺
尖
部
呼
気
延
長

シ
、
右
肺
上
部

二
羅
音

ア
リ
。

'

経
過

七
月
十
⊥
八
日

ヨ
リ
八
月
十
六

日
迄

二
〇
・
〇
三
宛
六
国
注
射

セ
リ
。
注
射
前
三
七
度

一
分
ア
リ

シ
が
本
注
射
第
三
周
後
三
十
七
度
以
下

ト
ナ

レ
リ
。

鵬
重

七
月
九
日
四
七
・
○
肝
、
八
月
十
三
日
四
九
・
五
〇
肝
。

第
四
十
六
例

外
来
患
者

■

某
男

四
十

一
年

會
肚
員

四
年
五
月
二
十
六
日
初
診

診
漸

肺

尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

倦

怠
.
微

熱

既

往
症

十

八
議

ノ
折
肋

膜

炎

二
罹

ル
、

三
年
前

肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ト
診
断

サ

レ
本
年

一
月

以
来
倦
怠

戚

ア
リ
。

現
症

騰

格
中
等

度

、
軽

度

ノ
貧

血

ヲ
認

ム
。

右
肺
尖

短

呼
氣
延
長

セ
リ
。

経
過

注

射
前

三
十
七

度

四
分

ノ
熱

ア
リ
。

七

月
九

日

ヨ
リ
八
月
六

日
迄

二
五
回

ノ
注
射

ヲ
ナ

ス
(容
量

○
.
〇

三
宛
)
。
輕
熱

去

ラ
ズ
三
十

七

度
内

外

ヲ
上
下

セ
リ
。

原

著

安
藤
。森
播
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
練
成
綾

六
四
七



原

著

安
藤
・
森

"
肺
結

核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ

ロ
イ

ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
四
入

第
四
十
七
例

外
来
患
者

■

某
女

二
二
年

無
職

四
年
五
月
二
十
人
目
初
診

診
断

左
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

肩

ノ
凝
り

既
往
症

+
日
前

ヨ
リ
連
動

二
際

シ
テ
胸
痛
拉

三
局
ノ
凝
り
ア
リ
.

現
症

榮
養
良
ナ

ル
女
子

ニ
シ
テ
左
肺
尖

二
羅
音
ヲ
聴
取

ス
。

経
避

注
射
前
無
熱

ノ
状
態

ナ
リ
エ
八
月
四
日
拉

二
十

一
日
二
二
同
○
・
〇
三
宛
注
射

シ
膿
重

ノ
動
揺
精

一
減

ゼ

ル
戚

ア
ル
モ
其
後
来
院

セ
ズ
。

第
四
十
八
例

外
来
患
者

■

某
男

三
十
三
年

農

四
年
十
月
二
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

螢
熱
、
全
身
倦
怠

既
往
症

昨
年
十

二
月
来
咳
噺
、
喀
疾
、
肩

ノ
凝

り
ア
リ
。

●

現
症
・
膿
格
弱
.
榮
養
貧
弱
ナ
ル
大
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
爾
肺
尖
短
、
気
管
枝
音

ア
リ
。

経
過

本
例

ハ
注
射
前
三
十
七
度

ノ
登
熟

ニ
テ
時

一二
二
十
八
度
内
外
ノ
登
熱

ア
リ
。
十
月
十
二
日
第

一
同
注
射

(○
.
〇
三
)
、
十
九

日

二
第

二

回
注
射
施
行

セ
シ
モ
注
射
後
依
然
高
熱
ヲ
見
タ
リ
。

第
四
十
九
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十
四
年

無
職

四
年
十
二
月
十
日
初
診

診
断

肺
尖
浸
潤

主
訴

全
身
倦
怠

既
往
症

五
ケ
月
前

ヨ
リ
全
身
倦
怠
、
咳
漱
、
喀
疾
ナ

シ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
不
良
ナ
ラ
ズ
。
右
肺
尖
短
、
呼
気
延
長

セ
リ
。

経
過

注
射
前
三
十
七
度
三
分
、
十

二
月
十
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
、

二
十
四
日
迄

一二
二
同

ノ
注
射
ヲ
ナ

ス
。
燈
温
ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

第
五
十
例

外
来
患
者

■

某
女

三
十
三
年

家
婦

四
年
十

一
月
十
三
日
初
診



診
断

右
肺
尖
浸
潤

主
訴

咳
漱
、
喀
嬢
、
倦
怠

既
往
症

昨
年
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ト
診
断

サ

レ
馨
治
ヲ
受

ク
。

現
症

禮
格
.
榮
養
共

二
中
等
度
、
右
肺
上
部
呼
気
延
長
、
呼
吸
音
粗
。

経
過

十

一
月

二
十
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

ス
。
十
二
月
四
日
迄

二
三
同

ノ
注
射

ヲ
施
行

シ
盤
温
三
十
七
度
以
下

ト
ナ
リ
動
揺
減
少

セ
リ
。

艦
重

十

一
月
十
三
日
五
〇
・
〇
五
研
、
十
二
月
四
日
五

一
・
〇
二
肝
。

第
五
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

二

一
年

農

四
年
九
月
三
日
初
診

診
断

肺
結
核
兼
陸
曹
性
左
側
漏
性
肋
膜
炎

主
訴

喀
疾
、
倦
怠

既
往
症

本
年
三
月
左
側
湿
性
肋
膜
炎

二
罹
リ
爾
来
輕
熱
去

ラ
ズ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ナ

〃
男
子

ニ
シ
テ
左
肺
側
下
部
濁
.
呼
吸
音
弱
、
中
等
大
水
泡
音

ア
リ
。

纒
過

入
院
後

一
週
間
殆

ン
ド
無
熱

ノ
状
態
ナ
リ
。
九
月
十
三
日
第

一
同
注
射

(○
・〇
三
)
ヲ
施
行
セ
シ
ニ
、
當
旦

二
七
度

二
分
迄
上
昇

シ

注
射
後
第

二
日
目

ニ
ハ
三
六
度
五
分

二
下
降

シ
、
以
後
磯
温
ノ
動
揺
減
少
セ
リ
。
膿
重
文

一
週
間

二
約

二
・
○
肝
増
加

セ
リ
。

第
五
十
二
例

入
院
患
者

■

某
男

十
九
年

畢
生

四
年
十

一
月
五
日
初
診

診
漸

左

側
肺
結

核

主
訴

咳

漱
、

盗
汗

既

往
症

四
月
初

メ
寒

冒

二
罹

リ
咳

漱

二
際

シ
テ
胸
痛

ア
リ
。

現

症

膿

格
中
等

度
、
榮

養

可

良

ノ
男
子

ニ
シ
テ
精

一
貧

血

ヲ
認

ム
。

左
肺
前

下
部

二
鑛
響
性

羅
音

ア
リ
、

三
十
七

度
三
分
。

経

過

十

一
月

十

二
日
第

一
同
注

射

(○
・
〇
三
)
。
其

ノ
後
十

二
月
三

日
迄

二
四
同

ノ
注
射

ヲ
行

ヘ
リ
。

第

三
周
後

約

一
週

間
無

熱

二
経

過

シ

源

著

安
藤
.森
H
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
殊
成
績

六
四
九



原

著

安
藤

・森

11
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ

ロ
イ
ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
五
〇

第

四

回

注

射

直

後

ヨ

リ

再

ピ

以

前

ノ

熱

型

ヲ

ト

レ

リ

。

第
五
十
三
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
八
年

官
吏

四
年
十

一
月
七
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
噺
、
喀
疾

既
往
症

本
年
三
月
末
三
十
八
度
五
分
ノ
熱
登

ア
リ
。

現
症

榮
養
可
良
ナ
ラ
ザ

ル
男
子

ニ
シ
テ
右
肺
上
部

ヨ
リ
中
央
部

二
五
リ
前
面
拉

二
後
面

二
羅
音
ア
リ
。
禮
温
三
十
七
度

一
分
。

経
過

本
例

ハ
只

一
同
○
・
〇
三
ヲ
注
射
セ

ル
ノ
ミ

ニ
テ
充
分

二
其

ノ
敷
果
ヲ
知

ル
能

ハ
ザ
リ

シ
■モ
注
射
翌
日

八
相

一
盛
温
下
降

セ
リ
。

第 五 十 五 例 昭和四年七月三十日入院

姓名 ■ 某男 年齢 二十五午

熱

O

晃

三
へ

三
さ

三
六

三
五

.

三
〇

ゆ
ホ

茄
簑
L†

六十

面八十

百六十

蓋十 弼囚1・

:ll
十 六十

lq←

摘 要

第
五
十
四
例

入
院
患
者

■

某
女

十
七
年

無
職

四
年
七
月
二
十
三
日

初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
漱

既
往
症

昨
年
五
月
湿
性
肋
膜
炎

ニ
テ
署
療

ヲ
受

ク
、
咳
漱

ア
リ
。

現
症

禮
格
薄
弱
、
集
義
不
良
ナ
〃
巖
痩

セ
ル
女
子

ニ
シ
テ
左
後
下
部
濁

ニ
シ
テ

嘱
五
日
ア
リ
。
臨榿
温
三
十
⊥
八
鹿
一八
一分
。

経
過

本
例

ハ
無
熱

ニ
シ
テ
入
院
後
三
同

ノ
注
射
ヲ
行

ヒ
タ

ル
モ
熱
型

二
影
響
ヲ

認

ム
川
能

ハ
ザ
リ
キ
。

第
五
十
五
例

入
院
患
者

■
■
■某
男

二
十
五
年

銀
行
員

四
年
七
潟

二
十

三
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

微
熱



既
往
症

一
週
間
前

二
寒
冒

二
罹
リ
咳
漱
、
喀
庚

ア
ソ
。

現
症

榮
養
可
良
、
貧
血
ヲ
認

メ
ズ
、
右
腕
後
下
部
呼
吸
音
粗
、

三
十
七
度
三
分
。

経
過

七
月
三
十
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
後
三
十
七
度
以
下

ト
ナ
リ
、
第
三
同
注
射

(八
月
十

三
日
)
後
無
熱

ト
ナ

レ
リ
。

禮
重

七
月

二
+
八

日
五
〇
・六
五
肝
、
八
月
六
日
五

二
・
五
〇
肝
.

第
五
十
六
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十
二
年

無
職

昭
和
四
年
十
月
十
七
日
初
診

診
断

左
側
肺
尖

「
カ
タ

川
」

主
訴

頭
痛
、
咳
漱
、
睡
眠
困
難

既
往
症

昨
年
五
月
肺
尖

「
カ
タ

川
」
二
罹
リ
三
十
七
度
内
外

ノ
登
熟

ア
リ
タ
ソ
。

現
症

集
義
可
良
ナ

〃
女
子

ニ
シ
テ
左
肺
上
部

二
羅
音

ア
リ
。

経
過

注
射
前
三
十
七
度
四
分
、
十
月
二
十
五
日
第

一
同
注
射

(C
・
〇
三
)
、
十

一
月
十
四
日
迄

一二
二
同

ノ
注
射
ヲ
ナ
セ
リ
。
第
三
同
注
射
後

膿
温

ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

第
五
十
七
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
四
年

絹
綜
商

四
年
十
月
九
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

血
痕

既
往
症

本
年
七
月
十

一
日
約

二
十
琵
喀
血

セ
リ
。

現
症

禮
格
中
等
度
嚴
痩

セ
ル
男
子

ニ
シ
テ
右
肺
尖

二
羅
音
、
左
肺
前
中
央
部
呼
吸
音
粗
ナ
ソ
、

禮
温
三
十
七
度
。

纒
過

十
月
十

二
日
第

一
周
波
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

ス
。
注
射
後
第
三
日
膿
温
精

一
下
降

セ
ジ
。
其

ノ
後
二
同
注
射
セ
ル
モ
三
十
七
度
内
外

ニ

テ
膿
温
ノ
下
降
ヲ
見
ズ
。
膿
重
亦
不
攣
ナ
リ
キ
。

第
五
十
八
例

入
院
患
者

■

某
男

三
十
年

無
職

五
年
三
月

一
日
入
院

診

漸

右

肺

尖

結

核

原

著

安
藤

・森

H
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム

ニ
y
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
五

一



原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
五
二

主
訴

頭

重
、
肩

ノ
凝

ソ
,

喀
疾

既

往
症

一
年
前
寒

冒

二
罹

リ
頭
痛
、

咳
噺

、
廃
疾

ア
リ
。

現

症

禮
格
中

等
度

、
榮

養

良
好
ナ

ル
男

子

ニ
シ
テ
右
腕

上
部

二
曝

者

ア
リ
。

経

過

三

十
七
度

二
分

附

近

ヲ
上

下

セ
リ
、

入

院
後

二
同
○

・
〇

三
宛

注
射

ヲ
施

行

セ
リ
。
第

一
同

注
射

後
第

二
日
目

二
騰

温
三
十
七

度

以
下

二
下
降

シ
以
後

順

調

二
経

過

セ
リ
、

第
五
十
九
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十
七
年

家
婦

五
年
二
月
二
十
七
日
初
診

診
断

右

側
湿
性

肋
膜

炎

主

訴

咳
噺

.
喀
疾

既

往
症

昭
和

三
年
夏
、

肺
尖

「
カ

タ

ル
」
ノ
診
断

ヲ
受

ク
。

現

症

榮

養

可
良

、
右

腕

全
般

二
五

リ
呼

吸
音

溺

ニ
シ
テ

「
レ

ン
ト
ゲ

ン
」
検

査

ニ
ヨ

レ
バ
右

側
下

宇

一
面

二
陰

影

ヲ
認

メ
全
般

汚

濁

セ
リ

.

経

過

入
院

後

三
十
七
度

五
分

、

「
ア

ス
ピ

リ

ン
」
投
與

ニ
ョ
リ
漸
次
解

熱

セ

シ

モ
微

熱
去

ラ
ズ
。
一
週

間
後

○
・
〇

三

ヲ
注

射

セ

シ

ニ
注

射

翌

日
三
十
七

度

以
下

ト
ナ

レ
リ
。

其

ノ
後

一
回

ヲ
ナ

シ
三

十
六

度

八
分
乃

至
三
十
六

度

四
分

ト
ナ

レ
ソ
。

第
⊥ハ
十
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十

一
年

無
職

五
年
三
月

一
日
初
診

診
断

肺
結
核
兼
腹
膜
炎

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

昨
年
十

二
月
末
微
熱
、
咳
噺
、
喀

疾

ア
ソ
.、

現
症

膿
格
薄
弱
,
榮
養
可
良
ナ
ラ
ズ

シ
テ
、
左
右
爾
肺
上
部
濁
、
曜
音

ア
リ
、
腹
膜
緊
張

セ
リ
.
磯
温
三
十
七
度

一
分
、

経
過

三
月

二
十
六

日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
、
四
月
九

日
迄

一二
二
同

ノ
注
射

ヲ
施
行
セ
シ
モ
熱
型
不
攣
ナ
リ
キ
、

騰
重

三
月

二
十
⊥
八
日
四
二
・
〇
五
肝
、
四
月
九

日
四

一
・
五
〇
肝
。

第
六
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

五
十
九
年

農

五
年
三
月
二
日
初
診



診
断

肺
結
核

主
訴

喀
血

既
往
症

本
年

一
月

二
十
七
日
喀
血

(約
十
死
)
セ
リ
ト
云

フ
。

現
症

榮
養
可
良
ナ
ラ
ズ
、
磯
路
中
等
度
ノ
男
子

ニ
シ
テ
右
肺
尖
短
、
呼
気
延
長

セ
リ
。
膿
温
三
十
七
度
。

.

経
過

三
月
十
五

日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
以
後
同
量
宛

四
月
三
日
迄

一二
二
同

ノ
注
射
ヲ
ナ

ス
。
第
三
同
以
後
禮
温

ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。
経
過
梢

ζ
良
好
ナ
リ
キ
。

第
六
十
二
例

入
院
患
者

■

某
男

十
八
年

畢
生

四
年
十
二
月
十
三
日
初
診

診
断

左
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
兼
腸
結
核

主
訴

下
痢
、
巖
痩
、
倦
怠

既
往

症

本
年
六
月
頃

ヨ
リ
下
痢

一
日
数
行
膿
重
減
少

セ
リ
ト
、
二
週
間
前
菜
馨

ニ
ョ
リ
テ
肺
尖

「
カ
タ
川
」
ノ
診
断

ヲ
受

ク
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
癒
痩
貧
血

セ
リ
。
雨
肺
尖

(殊

二
左
側
)
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。
禮
温
三
十
七
度
六
分
。

経
過

注
射
前
三
十
⊥
ハ
度
乃
至
三
十
七
度

ノ
間

ヲ
上
下

セ
リ
。

一
月

二
十
七
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
二
月
十
⊥
八
日
迄
四
阿

ノ
注

射

ヲ
施
行
セ
リ

(○
・
〇
三
乃
至
○
・
〇
四
)

本
例

ハ
腸
結
核

ヲ
合
併

シ
便
麺

一
日
二
乃
至
三
行
、
漸
次
艦
重
減
少

シ
、
膿
温
ノ
動
揺
不
憂
ナ
リ
キ
.

第
六
十
三
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十
年

五
年
六
月
二
十
五
日
初
診

診
断

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

全

身
倦
怠
、

盗
汗

既

往
症

昭
和

三
年

二
月

頃

ヨ
リ
熱
螢

(三
十
七

度

二
分

)
ア
リ
ト
云

フ
。

現
症

禮
格
中

等
度
・

貧

血

ヲ
認

ム
。
雨

肺
尖

短
・

呼
吸
音

粗
、

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
検

査

ニ
ヨ
リ
右

肺
門

淋
巴
腺

二
腫

脹
陰

影

ア
リ
。

膿

温
三

十
七

度

二
分
)

原

著

安
膝
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ス
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
五
三

、



原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
『
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」
療
法
ノ
臨
躰
成
績

六
五
四

経

過

七
月

十

一
日
第

一
同

注
射

(⊂
・
〇
三
)
ヨ
リ
八
月

三

H
迄

一二
二
同

ノ
注
射

ヲ
ナ

セ

シ

ニ
、
第

二
同

以
後

三
十
七

度
以

下

ト
ナ

リ
、

膿

温

ノ
動
揺

減

少

セ
リ
。

騰

重

七
月

十

一
日
五
〇

・
二
肝

、
八
月

三

日
五

三
・
○

肝
。

第
⊥ハ
十
四
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十
年

無
職

五
年
九
月
十
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

喀
疾

既
往
症

一
ケ
月
前

二
寒

冒

二
罹

り
、
爾
来
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ
。

現
症

燈
格
、
榮
養
共

二
中
等
度

ニ
シ
テ
精

一
貧
血

ア
リ
。
右
肺
上
部
短
、
呼
吸
音
粗

ニ
シ
テ
時
々
曝
首
ヲ
聴
ク
。

経
過

十
月

二
日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
行

フ

ニ
、
注
射
翌
日
嘱
音
消
失

シ
膿
温
三
十
七
度
以
下
ト
ナ

レ
リ
。
禮
重
又

一
週

二
四
研
窮
増

加

セ
リ
。

第
⊥ハ
十
五
例

入
院
患
者

■

某
男

五
十
八
年

陶
器
商

五
年
三
月
十
七
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
噺
、
喀
疾

既
往
症

一
年
前

二
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診
断
ヲ
受
ク
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
不
良

ニ
シ
テ
爾
肺
尖
濁
、
気
管
波
音

ア
リ
.
左
後
下
部

二
曝
者
、
膿
温
三
十
六
度
八
分
。

経
過

三
月

二
十
五

日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
四
月
十
八
日
迄

'二
二
同

ノ
注
射

ヲ
行
ブ
。
本
例

ハ
無
熱
ナ

ル
モ
熱
型
不
規
則
ナ
リ

シ
モ
ノ
ナ
リ
。
本
注
射
三
同
ヲ
行

ヒ
シ
モ
不
憂
ナ
リ
。

第
⊥ハ
十
六
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十

一
年

家
婦

五
年
二
月
二
十
二
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

微
熱



既
往
症

一
昨
年
夏
以
来
無
月
経
三

シ
ヲ
、
全
身
倦
怠
、
頭
重

ア
リ
ト
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
梢

一
編
痩

セ
ル
女
子

ニ
シ
テ
右
肺
前
中
央
部
拉

二
左
後
下
部
濁

ニ
シ
テ
羅
音

ア
リ
。

経
過

三
月

二
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
.
以
後
三
月

二
十
日
迄

二
四
同

ノ
注
射

(○
・
〇
三
乃
至
○
・
〇
四
)
ヲ
ナ

セ
シ
ニ
、
第
四
同
以
後
豊

沼

ノ
動
揺
減
少

シ
羅
音
消
失

セ
リ
。

第
六
十
七
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
年

畢
生

五
年
六
月
二
十
H
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

全
身
倦
怠

既
往
症

一
ケ
月
前

ヨ
リ
三
十
七
度
五
分

ノ
熟
蚕

ア
リ
。

喀
疾
ナ

シ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺
尖

二
羅
音

ア
リ
、
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
検
査
ヲ
行
フ

ニ
右
肺
門
腺
腫
脹

セ
リ
。

経
過

七
月

二
十
五
日
第

一
同
注
射

(σ
・
〇
三
)
、
九
月

二
日

二
至
ル
迄

二
六
同

ノ
注
射
ヲ
ナ

ス
(○
・
〇
三
宛
)
、
第
四
同
以
後
騰
温
李
常

二

復
セ
リ
。

膿
重

七
月

二
十
日
五

一
・
〇
二
研
、
九
月

二
日
五
三
.
○
肝
。

第
六
十
八
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
六
年

農

五
年
三
月
十
二
日
初
診

診
断

肺
尖
「
カ
タ
ル
」

主
訴

瀟
痩

既
往
症

本
年

一
月
頃
寒
冒

ニ
カ

・
リ
爾
来
喀
疾

ア
リ
テ
消
失

セ
ズ
。

現
症

膿
格
中
等
、
榮
養
可
良
ナ
ラ
ズ
。
巌
痩

セ
リ
。
雨
肺
尖
部

二
曜
音

ヲ
聴
取

ス
。

経
過

三
月

二
十

二
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
十
九
日

二
第

二
同
注
射

(○
.
〇
四
)
ヲ
ナ

ス
。
第

二
同
注
射
後
禮
温

ノ
動
揺
減
少

シ
、
三
月

二
十
四
日
宇
治
退
院

セ
リ
。

第
⊥ハ
十
九
例

入
院
患
者

■

某
女

十
六
年

畢
生

五
年
四
月
二
十
日
初
診

原

著

安
藤

・森

H
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
五
五



原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核

二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
五
六

診
断

肺
結

核

主
訴

咳

漱

、

喀
疾

既

往
症

昨
年
夏

以
来

咳

漱

、
喀
　淡
ア
リ

ト
云

フ
。

現

症

膿
格
薄

弱

ニ
シ
テ

禮

重

三
三
・
八

軒

ノ
女
子

ニ
シ
テ
、
右

肺
前

上
部

類
、
曜
音

ヲ
聴
取

ス
。

経

過

四
月

二
十

八

日
第

一
同
注
射

(○

・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
注
射
當

日
三
十
七

度

五
分

ノ
登

熟

ア
リ
。

翌

々
日
三
十
七

度

以
下

二
下

降

シ
、
其

後

二
同

(○

・
〇

一二
宛
)
注
射

セ

ル

モ
、

禮

淵
…ノ
動
一括

正
常

二
至

ラ
ズ
。

膿

重

四
月

二
十

日
三

三

・
八
軒
、

五
月

二
十

日
三

二
・
五
〇

肝
。

第
七
十
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
六
年

官
吏

五
年
五
月
十
六
日
初
診

診
断
…

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
漱
、
熱
登

既
往
症

昨
年
九
月
頃
気
管
枝
炎

二
罹

ル
、
本
年

二
月
初

メ

ヨ
リ
微
熱
纏
績

セ
リ
。

現
症

騰
格
中
等
度
、
榮
養
精

一
不
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
、
右
肺
尖
短
、
呼
吸
音
弱
、

「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
検
査

ニ
ヨ
リ
テ
陰
影
ヲ
認

ム
。

経
過

五
月

二
十
五
日
第

一
回
注
射

(○
・
〇
三
)
、
六
月

二
十
八
日
迄

二
五
同

ノ
注
射

ヲ
ナ
セ
リ
。
第

二
同
以
後
膿
温

ノ
動
揺
減
少

シ
、
鰹
重

又
増
加

セ
リ
。

第
七
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
七
年

會
肚
員

五
年
二
月
二
十
六
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

昭
和
三
年
十

一
月
八
日
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ノ
診
断

ヲ
受
ク
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺
尖
拉

二
左
肺
前
上
部

二
羅
音
豊
富
ナ
リ
、
禮
温
三
十
七
度
。

・

経
過

注
射
前
三
十
七
度

二
分
乃
至
三
十
⊥
ハ
度
四
分

ノ
間
ヲ
上
下

セ
ソ
。
五
月
十
三
日
第

一
同
注
射

(Q
・
〇
三
)
ヨ
リ
⊥
八
月

二
十
⊥八
日
迄

二



六

同

ノ
注
射

ヲ
施
行

ス
..
五

同

以
後

鵠

沼

ノ
動
揺

正
常

ト
ナ

リ
嘱

音

叉
減

少

セ
リ
。

第
七
十
二
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十

一
年

店
員

五
年

一
月
九
日
初
診

診
断

肺
結
核
兼
喉
頭
結
核

主
訴

頭
重
、
熱
獲
、
咳
疾

既
往
症

六

ヶ
月
前

ヨ
リ
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ
。

二
週
間
前

ヨ
リ
唖
聾
ト
ナ

レ
リ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
不
良

ニ
シ
テ
貧
血

ア
リ
。
右
腕
後
下
部
類
、
呼
吸
音
弱
ナ
リ
、
右
肺
前
上
部

二
曜
音

ヲ
聴
取

ス
。

経
過

一
月
十
四
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
セ
シ

ニ
悪
寒
三
十
八
度
五
分

二
熱
登

シ
、
翌
日
三
十
八
度

二
下
降

セ
リ
,
其

ノ
後

一
週
間

ノ
間

隔
ヲ
置
キ
ニ
同
注
射

セ
ル
モ
常

二
悪
寒

ニ
テ
(注
射
後
三
十
分
以
内
)
登
熟

セ
リ
。

第
七
十
三
例

入
院
患
者

■

某
女

三
十

一
年

家
婦

五
年
二
月
十
八
日
初
診

診

断

肺

結
核

主
訴

咳

噺
、

呼
吸
困

難

既

往
症

本
年

一
月

二
寒

冒

二
罹

リ
咳
漱

、
喀
疾

拉

二
左
胸

部

二
惨
痛

ア
ソ
。

現
症

膿

格
、
榮

養
中
等

ニ
シ
テ
、
右
肺

上
部

短

ニ
シ
テ
呼
吸
音

粗

ナ
リ
。

膿
温
三

十
六
度

五
分
。

纒
過

二
月

二
十
七

日
第

一
回
注

射

(○

・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
其

後
三
月

十

二
日
迄

一二
二
回

ノ
注
射

ヲ
施

行

セ
ソ
、

本

例

ハ
無

熱
ナ

ソ

シ

モ
月

経
』剛
ノ
登

熟

力
漕旧
…退
セ
ズ

。

の

膿

重

二
月

十

八

日
四
六

・
〇

五
研
、

三
月

十

二

日
四
九

.
〇

二
肝
。

第
七
十
四
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
八
年

僧
侶

四
年
十
月
五
日
初
診

診

断

肺

結

核

主

訴

咳

漱

、

喀

疾

既

往

症

四

ケ

月

前

ヨ

リ

咳

漱

、

喀

疾

ア

リ

,

原

著

安
藤

・森

隔
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ

ン
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
肱
成
績

六
五
七



の

原

著

安
藤
.森
"
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」
療
法
ノ
臨
肱
成
績

六
五
入

現
症

驚
格

中
等

度
、

榮

養

叉
中

等

ナ

μ
大

ナ

ル
男

子

ニ
シ
テ
、
右

肺
前

上
部
呼

吸
音

粗
、

左
後
中

央

部

二
曜

音

ヲ
聴

取

ス
、

鵠

温
三
十
七

度

三
分

纒
過

十
月

十

二
日
第

一
同

注
射

(○

・
〇

三
)
ヲ
ナ

メ
。
當

日
三
十

七
度

五
分

迄
上

昇

セ

シ
モ
翌

日

ヨ
リ
膿

温
三
十
七

度

以
下

ト
ナ

リ
三

日
間

纏
績

シ
、

再

ピ
三
十
七

度

二

分

ト
ナ

ル
.

四
月

十
九

日
第

二
同

注
射

ヲ
行

ヒ
鷺

沼

ノ
動

揺
減

少

セ
リ
。

第
七
十
五
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十

二
年

銀
行
員

五
年
六
月
九
日
初
診

診
断

右

側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

微
熱

既
往
症

生
来
健
全
、
著
患

ヲ
知

ラ
ズ
、
二
週
間
前
寒
冒

二
罹
リ
微
熱
去
ラ
ズ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

一一
シ
テ
右
腕
上
部
短
、
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。
騰
淵
三
十
七
度
。

経
過

六
月
十
三
日
第

一
同
注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
施
行

シ
、
禮
淵
三
十
七
度
以
下

ト
ナ
リ
、
二
週
目

ニ
シ
テ
宇
治
退
院

セ
リ
。

第
七
十
⊥ハ
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
七
年

無
職

五
年
七
月
十
四
旺
初
診

診
断

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳
漱
、
喀
疾

既
往
症

昨
年
十

二
月
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診
断

ヲ
受
ク
。

現
症

膿
格
中
等
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺
上
部

二
曜
…音

ア
リ
鵬
温
三
十
八
度
七
分
。

経
過

七
月
十
六

H
第

一
同
注
射
(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
、
爾
後
○
・
〇
三
宛

三
同
注
射
施
行

セ
シ
ガ
、罷
温
三
十
七
度
内
外

ヨ
リ
下
降

セ
ザ

リ
キ
。

第
七
十
七
例

入
院
患
者

■

某
男

三
十
年

銀
行
員

五
年
三
月
三
日
初
診

診
断

左
側
肺
結
核

主
訴

咳
漱
、
喀
疾
、
倦
怠

既
往
症

一
ケ
月
前

ヨ
リ
咳
噺
、
喀
疾
、
奎

身
倦
怠

ア
ジ
。

、



現
症

榮
養
良
好
、
左
腕
上
部
濁

ニ
シ
テ
気
管
枝
音

ア
リ
。
禮
温
三
十
七
度

二
分
.

経
過

三
月
+

百

第

百

注
射

(○
・
〇
三
)
ヲ
ナ

シ
以
後
二
回
・
・
Ω

一兎

施
行

セ
シ

ニ
、
本
注
射

ノ
購

二
及

ボ

ス
影
響

ヲ
認

ム
ル
能

力

ザ

リ

キ

.、

第
七
十
八
例

入
院
患
者

■

某
女

二
十
二
年

無
職

五
年
四
月
八
日
初
診

診
漸

肺
結
核

主
訴

喀
疾

既
往
症

昨
年
五
月
頃

ヨ
リ
咳
漱
、
喀
疾

ア
リ

現
症

讐

中
等
度
、
榮
養
不
良

二
弘
テ
、
左
肺
全
般

二
羅
音

ア
リ
、
難

三
+
八
笙

雰

.

経
過

四
月
+
三
日
第

百

注
射

(…

三
)
、
以
後

二
回
注
射
施
行
セ
シ
ガ
、
注
射
當

日
三
+
九
度

二
上
昇

シ
警

樹
下
降

ヲ
見
ズ
.

三
十
七
度
三
分
乃
至
三
十
八
度
五
分

ノ
間
ヲ
上
下

セ
リ
。

第
七
十
九
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
六
年

畢
生

四
年
九
月

一
日
初
診

診
断

左
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

微
熱

既
往
症

四
週
間
前

ヨ
リ
午
後
登
熟

シ
頭
重
倦
怠

ア
リ
喀
疾

ナ

シ
。

現
症

禮
格
強
壮
、
榮
養
又
可
良

ニ
シ
テ
、
左
肺
上
部

二
曜
音

ア
リ
禮
温
三
十
七
度
七
分
。

経
過

九
月
+
日
露

高

注
射

(○
・
〇
三
)
、
以
後
±

月
吾

迄

二
五
同

ノ
注
射
ヲ
施
行

セ
リ

(○
.
〇
三
乃
至
○
.
〇
四
)
、
第

=
高

注
射

後
禮
温

ノ
動
揺
減
少

セ
リ
。

第
八
十
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
二
年

畢
生

五
年
五
月
二
十
六
日
初
診

診

断

肺

結

核

主

訴

咳

漱

、

喀

疾

原

著

安
藤

・森

"
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
へ
.テ
ロ
イ

ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
殊
成
績

六
五
九



原

著

安
藤
・森
H
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
瞭
然
成
績

六
六
〇

配
賦
件
【症

九

年

晶剛
肺

疾
患

ニ
カ

・
ル
。

現

症

膿
格
中
等

度

、
薬

嚢

可

良

ニ
シ
テ
、

左
腕

上
部
曝

者
、

右
腕

後
下

部
類
、

呼

吸
音
弱

、

膿
温

三
十
七

度

三
分
.

経

過

六

月

二
日
第

一
同

注

射

(○

.〇

三
)
ヲ
ナ

シ
、

七
月

二
十

三

日
迄

二
七

回

ノ
注
射

(○

・
〇

三
乃

至
○

・
〇
四
)
ヲ

ナ

ス
。
第

五
回

以
後

三

十
七

度

以
下

ト
ナ

リ
髄

淵

ノ
動
揺

減
少

セ
リ
。

膿

重

六

月

二
日
四
三

・⊥
ハ
○

肝
、

七
月

二
十

三

日
四

二
・九

〇

研
、

第
八
十

一
例

入
院
患
者

■

某
男

二
十
三
年

無
職

五
年
八
月
二
日
入

:第八十一例 昭和五年八月二 日入院

姓 名 某男 年齢 二十三年

三
加

三
へ

"
皇
七
隔

三
六

三
五

.
三
四

茄

十

醐

百計

評

+ ↑

肝

要摘

院診
断

南

側
腎
臓

結
核

兼
血

尿

主
訴

血

尿

既

往

症

十
六

歳

ノ
折
心
臓

病

二
罹

リ
馨
治

ヲ
受

ク
、

昭
和

三
年
旅

行

後
血

尿
、

尿

閉

ヲ
招
來

シ
「
カ
テ
ー

テ

ル
」
ニ
テ
導
尿

セ

シ

ニ
血
塊

ヲ
認

メ
タ
リ

ト
云

フ
、

本
年

一

月
突
然

腎
臓

部
落

痛

ア
リ
テ
三
十
七

度

五
分

乃

至
三
十

八
度

二
分

二
登

熟

セ
リ
..

現
症

罷
格

中
等

度
、
.榮

養
精

一
不
良

ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
右

肺
尖

短
、

呼

吸
音
粗

、

左
肺

一
般

二
呼
吸
二者
弱

ナ

リ
、

尿

中
結

核
菌

ヲ
讃

明

シ
樹

白
血

球
、

腎
臓

上

皮

ヲ
認

ム
。

一ウ

ロ
レ
ぜ
ク

タ

ン
」
注

射

二
依

ル
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
像

ハ
南

側
腎

臓
膨

大

シ
、
尿

道

肥

厚

、
腎

孟

モ
増

大

セ
リ
。

経

過

本
注

射
前

三
十
七

度
八

分
内

外

ノ
登
熟

ア
リ
テ

「
ピ

ラ

ミ
ド

ン
」
ニ
ョ
リ

テ
解

熱

セ
ズ
。

九
月

十

二
日
○

・
〇

三
注
射

シ
タ

ル

ニ
翌

日

ヨ
ツ
三
十
七

度

以
下

ト

ナ

ジ

リ
。

九

月
十
九

日
第

二
同

注

射

ヲ
行

フ
。

禮
温

ノ
動
揺
減

退

シ
タ

ル
ヲ
以

テ

二
十
⊥
八
日
宇

治
退
院

セ
リ
..



第
八
十
二
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十
四
年

無
職

五
年

一
月
九
日
初
診

診

臨
閉

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

咳

漱

●

既

往
症

昨
年

六
月

本
院
内

科

ニ
テ
肺

尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診

断

ヲ
受

ケ
爾

来
引
続

キ
治

療
中
。

現

症

禮

格
榮
養

共

二
中
度

度
、

左
肺
尖

拉
左

後
下
部

二
嚥
…音

ア

ソ
。

経

過

一
月
十
⊥
八
日
以
後

五

同
○

・
〇
三
宛

ノ
注
射

ヲ
ナ

ス
。

本

例

ハ
無

熱

ナ
リ

シ

モ
ノ

ニ
テ
、

漸
次

膿
温

ノ
動
揺
減

少

セ
ソ
.

膿

重

一
月
⊥
八
日
四
九

・九

軒
、

一
月

三
十

日
五
〇

・七

〇

肝
、

二
月

十

三

口
五
〇

・六

〇

肝

、

第
八
士

二
例

外
来
患
者

■

某
男

三
十
二
年

會
肚
員

五
年
二
月
六
日
初
診

診
漸

右
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

,

主
訴

微
熱

既
往
症

昨
年
夏
以
来
軽
度

ノ
咳
漱
、
微
熱

ア
ソ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
中
等

{一
シ
テ
右
肺
尖

二
時

々
嘱
音

ヲ
聴
取

セ
リ
。

経
過

五
月

二
+
八
日
來
七
月

二
+
三
日
迄

二
〇
・
〇
三
宛
±

二
同

ノ
注
射

ヲ
施
行
セ
シ

ニ
著
敷

ヲ
認

メ
ズ
。

騰
重

五
月
二
十
八
日
五
二
・
五
肝
、
'七
月

二
十
三
日
五
二
・
二
肝
。

第
八
十
四
例

外
来
患
者

■

某
女

十
七
年

四
年
九
月
五
日
初
診

診
断

腹

膜
炎

主
訴

微
熱
、

腹
部

膨
満

既

往
症

生

来
健
全

ナ

リ

シ

モ
四
年
八
月

腹
膜

炎

ト
診
断

サ

ル
。

現
症

禮
格
中

等
度

、
榮
養

可

良
ナ

ラ
ザ

ル
女
子

ニ
シ
テ
右

肺
尖
短
、

腹

部
緊
張

セ
リ
,

経

過

一
月

十
九

日

ヨ
リ
三

月

十
九

日
迄

二
十
同

(○

・
〇
三
宛
)
注
射

ヲ
施

行

ス
。

三
月

十
九

日
三
十
⊥
ハ
度
九

分

ニ
シ
テ
下

降

ヲ
見

ズ
。

原

著

安
藤
・森
"
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
y
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
六
一



原

著

安
藤

・森

11
肺
結
核

二
於

ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ

ソ
ム

ニ
ソ
」
療
法

ノ
臨
休
成
績

六
六
二

騰

重

一
月

三

十

日

四

四

・
○

○

肝

、

三

月

十

九

日

四

四

・
七

肝

。

第
八
十
五
例

外
來
患
者

■

某
男

三
十
八
年

無
職

五
年

一
月
九
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
兼
腹
膜
炎

主
訴

微
熱
、
咳
漱

既
往
症

昨
年
⊥
八
月
肺
炎

「
カ
タ

ル
」
二
罹
リ
爾
来
療
養
中
。

現
症

罷
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
右
肺
尖

二
羅
音
ヲ
認

メ
腹
部
緊
張

セ
リ
。

経
過

一
月
九

日

ヨ
リ
四
月
十
六

日
迄
外
来

ニ
テ
、
十
六
回

ノ
注
射
ヲ
行
フ
。

三
月
六

日
即
チ
第
五
回
以
後
三
十
⊥ハ
度

二
分

ト
ナ
リ
、
三
月

十
三
日
三
十
六
度
、
爾
来
鵠
沼

ノ
動
揺
減
少
セ
リ
。

髄
重

一
月
十
六

日
四
四
・
四
所
、
四
月
十
六

日
四
四
・
五
研
。

第
八
十
六
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十
年

畢
生

五
年

一
月
七
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

微
熱

既
往
症

昨
年
八
月

ヨ
リ
微
熱

ア
リ
、
同
月

二
十
六

日
鼻
出
血

ア
リ
。

現
症

騰
格
中
等
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
、
右
肺
尖
短
、
曝
者

ア
リ
.

経
過

二
月
二
十
日

ヨ
リ
七
月
三
十
日
迄

二
十
八
周
○
・
〇
三
宛
注
射
セ
リ
。
注
射
前
三
十
七
度

二
分

ア
リ
タ

ル
モ
、
五
月
二
十
八
日
以
後
無

熱

ト
ナ

レ
リ
。

禮
重

二
月

二
十
日
五
八
・九
〇
肝
、
五
月
二
十
八
日
五
九

.
○
肝
。

第
八
十
七
例

外
来
患
者

■

業
界

二
十
四
年

左
官

五
年
二
月
六
日
初
診

.

診
断

右
側
肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

血
痕

●



既

往
症

一
昨
年
六
月
頃
喀
疾

ア
リ
、
疾
中

二
血
液

ヲ
混
ぜ
リ
ト
云

フ
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
、
右
肺
尖
短
曜
音

ア
リ
。

経
過

二
月

二
十
七

日
第

一
同
注
射
後

(○
・
〇
三
)
、
四
月
十
六
日
迄

二
八
同
注
射
セ
リ
。
三
月
三
十

一
日
第
五
同
注
射
後
膿
温
三
十
七
度
内

外

ニ
テ
解
熱
セ
ザ

ル
モ
、
動
揺
著

シ
ク
減
ゼ
リ
。

鵬
重

二
月

二
十
七
日
四
⊥
ハ
・
四
所
、
三
月
三
十

一
日
四
⊥
ハ
.
○
研
、

第
八

十
八
例

外
来
患
者

■
■
■
某
女

十
七
年

無
職

五
年
六
月

四
日
初
診

診
断

肺
尖
「
カ
タ
ル
」
兼
腹
膜
炎

主
訴

頭
重

咳
漱

既
往
症

本
年
六
月
寒
冒

二
罹
リ
三
十
九
度

ノ
登
熟

ア
リ
、
讐
師

ニ
ヨ
リ
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
ト
診
断
サ

ル
。

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養
可
良
ナ
ラ
ザ

ル
女
子

ニ
シ
テ
、
左
肺
尖
濁

ニ
シ
テ
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。

経
過

九
月
十
七
日

ヨ
リ
十
月
八
日
迄

二
四
同

ノ
注
射
ヲ
ナ

ス
。
注
射
前
三
十
⊥
八
鹿
六
分
、
十
月
八
日
三
十
七
度
ナ
リ
。

第
八
十
九
例

外
来
患
者

■

某
女

十
九
年

洋
服
商

五
年
七
月
十

一
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖
「
カ
タ

ル
」

主
訴

倦
怠

既
往
症

ニ
ケ
月
前

ヨ
リ
倦
怠
、
食
慾
不
逞

ア
リ
。

現
症

禮
格
中
等
度
、
榮
養
又
可
良

ニ
シ
テ
、
右
肺
尖
短
、
呼
吸
音
粗
、
左
後
上
部

二
曜
音

ア
リ
。

経
過

九
月
三
日
第

一
同
注
射
ヲ
ナ

シ
、
十

一
月
二
十
人
目
迄

二
十

一
同
注
射
ヲ
ナ
セ
リ
。
第
六
同
以
後
三
十
七
度
以
下

二
下
降

シ
、
膿
重

増
加
亦
著
明
ナ
リ
。

禮
重

九
月
三
日
四
七

・
四
〇
研
、
十
月

一
日
五
〇
・
七
肝
.
十

一
月

二
十
八
日
五
三
・
八
○
研
。

第
九
十
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十
六
年

無
職

五
年

一
月
九
日
初
診

画
腕

輪着

山女
業際
。
森

隠隠
肺
↑結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ
テ

ロ

イ

ソ

ム

ニ
ソ
」
療

法

ノ
臨

鮎肺
成

績

山ハ
山八
三



原

著

安

藤

・
森

11
肺

結

核

二
於

ケ

ル
「
ヘ

テ
ロ
イ

ソ

ム

ニ
y

」療
法

ノ
臨

休

成

績

六

六

四

診
断

肺

結
核
兼
喉
頭
結
核

主
訴

咳
漱

唖
聲

既
往
症

昨
年
十

一
月
頃

ヨ
リ
咳
噺
、
喀
疲
▼ア
リ
、
三
週
間
前

ヨ
リ
榎
聲
ト
ナ

ル
。

現
症

艦
格
弱
、
瀟
痩

セ
ル
大
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
、
左
後
上
部
短
、
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。
罷
温
三
十
六
度
八
分
。

纒
遇

一
月
九
日

ヨ
リ
二
月
十
三
日
迄

一二

週
間

ノ
間
隔

ニ
テ
○
・
〇
三
宛
六
同
注
射

セ
リ
。
著
攣
ナ
カ
リ
キ
、

騰
重

一
月
九

日
四
三
・六
〇
肝
、

二
月
十
三
日
四
三
.
四
〇
肝
。

第
九
十

一
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十
九
年

會
肚
員

五
年

一
月
四
日
初
診

診
断

盲
肺
尖

「
カ
タ
ル
」
兼
左
側
湿
性
肋
膜
炎

主
訴

左
胸
痛
、
微
熱

既
往
症

昨
年

六
月
以
来
微
熱
、
胸
痛

ア
リ
.
本
院
外
来

へ
蓮
院

セ
シ

コ
ト
ア
リ
。

現
症

盟
格
、
集
義
中
等
、
右
肺
尖
部

二
時

々
羅
音

ヲ
聴
取

ス
、
左
後
下
部
濁

ニ
シ
テ
呼
吸
音
弱
ナ
リ
。

経
過

一
月
七

日

ヨ
リ
四
月

二
日
迄

二
〇
・
〇
三
宛
十
三
回
注
射
施
行
セ
リ
。
第
六
国
後

ヨ
リ
三
十
七
度
以
下

ト
ナ
リ
、
鵠
沼

ノ
動
揺
減
少

セ

リ
c

騰
重

一
月
七
日
四
七

・五
肝
、
四
月

二
日
四
五
.
三
軒
。

第
九
十
二
例

外
来
患
者

■

某
男

十
九
年

五
年

一
月
四
日
初
診

診
断

肺
尖

「
カ
タ
ル
」

主
訴

頭
重

食
慾
減
退

既
往
症

昨
年
十
月
以
来
頭
重
、
食
慾
不
逞
、
微
熱

ア
リ
。

-

現
症

膿
格
中
等
度
、
榮
養

不
良
ナ

ル
男
子

ニ
シ
テ
右
肺
尖

二
曜
昔
ヲ
聴
取

シ
、
廻
盲
部

二
産
痛

ア
リ
。

経
過

一
月
九
日

ヨ
リ
四
月
十
八
日
迄

二
十

二
同

ノ
注
射
ヲ
施
行

セ
ソ
。
四
月
十
八
旦

二
十
七
度
八
分

ニ
シ
ーブ
騰
温

ノ
下
降

ヲ
見
ズ
。



6

第
九
十
三
例

外
來
患
者

■

某
女

二
十
年

無
職

五
年

一
月
十
六
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

微
熱

罷
重
減
少

既
往
症

一
昨
年
春
肺
尖

「
カ
タ

ル
」
ノ
診
断

ヲ
受
グ
。

。

経
過

一
月
十

一
日

ヨ
ソ
十
月
十
人
目
迄

二
十
八
同
○
。〇
三
宛
注
射

セ
ツ
。
本
例

ハ
時

々
不
規
則

二
三
十
七
度
内
外

二
登
熟

シ
無
熱

ト
交

互

二
來

レ
リ
。
本
注
射

ニ
ョ
ル
敵
塁
不
明
ナ
リ
キ
。

●

禮
重

一
月
十

一
日
四
八
・
六
肝

三
月
六
日
四
四
・
○
○
肝
。

第
九
十
四
例

外
来
患
者

■

某
女

二
十

一
年

無
職

五
年

】
月
三
十
日
初
診

診
断

肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

微
熱

既
往
症
'
昨
年
七
月
肋
膜
炎

二
罹

リ
以
来
微
熱
ア
リ
。

現
症

髄
格
中
等
、
榮
養
可
良

ニ
シ
テ
左
肺
上
部
羅
音
、
右
肺
上
部
呼
吸
音
粗
ナ
リ
。

纒
過

三
月
四
日

ヨ
リ
四
月
十
七

日
迄

二
⊥
ハ
同
注
射
ヲ
ナ

ス
(○
・
〇
三
宛
)
。
第
四
同
以
後
三
十
七
度
以
下

ト
ナ
リ
、
燈
温
ノ
動
揺
減
少

シ
、

羅
音
叉
消
失

セ
リ
。

燈
重

一
月
三
十
日
四
四
・
三
所

四
月
十
七

日
四
三
・
三
所
。

第
九
十
五
例

外
来
患
者

■

某
女

二
十
六
年

農
婦

五
年

一
月
七
日
初
診

診
断

右

側
肺
尖

「
カ
タ

ル
」

主
訴

微

熱

頭

重

既
往

症

昨
年

十
月
以

来
微

熱
、
時

々
咳
漱

ア
ソ
。

現

症

榮
養

可

良
ナ

ル
婦
人

ニ
シ
テ
右
肺

上
部

短
、

呼

吸
音

粗
ナ

リ
。

原

著

安
藤
.森
"
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
肱
成
績

六
六
五



原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
二
於
ケ
ル
「
八
テ
ロ
イ
ソ
ム
ニ
ソ
」療
法
ノ
臨
休
成
績

六
六
六

経
過

一
月
七

日

ヨ
リ
七
月

二
十

三

日
迄

二
〇

・
〇
三
宛

二
十

五
回

注
射

セ
リ
。
三
月
十
九

日
頃

一
時

三
十
七

度
以

下

ト
ナ

リ

シ
モ
其

ノ
後
喜

ピ
⊥

昇

セ
リ
。

禮

重

一
月

十

一
日
四
九

・
四
肝
,

三
月

二
十
六

口
四

二
・
七
軒

、
七

月

二
十
三

日
四
五

.
○
○

肝
。

第
九
十
六
例

外
来
患
者

■

某
男

二
十

一
年

金
網
業

五
年

一
月
四
日
初
診

診
漸

右
肺
尖
浸
潤

主
訴

微
熱
、
肩

ノ
凝

り

既
往
症

昨
年
十
二
月
寒
冒

二
罹

リ
爾
来
微
熱
、
肩
ノ
凝
り
ア
リ
。

現
症

榮
養
可
良
、
艦
格
中
等
度

ニ
シ
テ
右
肺
尖
短
。
呼
気
延
長

セ
リ
。

経
過

注
射
前
三
十
七
度

ノ
登
熟

ア
リ
、

一
月
七
日

ヨ
リ
二
月
八
日
迄

二
五
同

ノ
注
射
ヲ
施
行

ス
(○
.
〇
三
宛
)
。
第
三
同
以
後
膿
温
三
十
七

度
以
下

二
下
降

セ
リ
。

膿
重

一
月
九
日
五
四
・九
〇
肝
、

二
月
十
八
日
五
五
・
七
肝
。

第
九
十
七
例

外
来
患
者

■

某
男

十
九
年

畢
生

五
年

一
月
九
日
初
診

診
断

肺
結
核

主
訴

頭
重
、
食
慾
不
逞
、
咳
漱

既
往
症

昨
年
六
月
以
来
頭
重
、
咳
噺

ア
リ
。

現
在

〆
榮
養
可
良
、
右
肺
尖
呼
吸
音
粗
、
羅
…音

ア
リ
、
右
後
下
部
濁

経
過

注
射
前
三
十
七
度
内

外
ノ
登
熟

ア
リ
、
本
例

ハ
進
行
性

ノ
モ
ノ

ニ
シ
テ
本
注
射
前
後
十
同

ヲ
ナ
セ
シ
モ
膿
温
下
降

セ
ズ
、
他
量
的
症

状

ノ
軽
快
ヲ
見
ズ
、
漸
次
巖
痩

セ
リ
。

第
九
十
八
例

外
来
患
者

■

某
男

十
入
年

畢
生

五
年
九
月
二
十
二
日
初
診

診
断

右
側
肺
尖
浸
潤
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訴

咳
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既
往
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咋
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十

一
月
寒
冒

ニ
カ
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リ
以
來
咳
噺

ア
リ
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現
症

膿
格
中
等
、
榮
養
可
良
ナ
ラ
ズ
右
肺
上
部

二
氣
管
枝
音

ア
リ
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経
過

十
月

一
日
○
・
〇
三
注
射
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二
十
九
日
迄

二
五
回
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注
射
ヲ
施
行

セ
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騰
重

十
月

一
日
四
⊥
ハ
・
三
肝
、
十
月

二
十
九

日
五
〇
.八
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九
十
九
例

外
來
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某
男
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年
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五
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月

一
日
初
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診
断

肺
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結
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微
熱

既

往
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熱
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。
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安
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・森
11
肺
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核
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績
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績
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右
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⊥
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〇
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〇
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膿
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例
、
第

二
十

八
例

、
第

二
十
九

例
.
第

三
十

四
例
、
第
三

十
六

例
、
第

四
十
例

、

第

四
十
七

例
、
第

五
十

二
例

、
第

五
十
三

例
、

第
五
十

四
例
、

第

五
十
七

例
、
第

⊥ハ
十

例
、
第

六

十

二
例
、
第
⊥
ハ
十

五
例
、
第

六

十
九
例
、

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

り

第
七

十

三
例
、
第

七

十
六

例
、
第
七

十
七

例
、
第

七
十

八
例

、
第

八
十

三
例
、
第

八
十

四
例

、
第

八
十
八

例
、

第
九

十
例
.

第
九

十

二
例
、

第

九
十

三
例
、

第
九

十
五

例
)
｡　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

'

　

　
　

　
　

　
原
　
　
著
　
安
藤
・森
11
肺
結
核
ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
林
成
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
九



　
　
　
　
　

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
殊
成
績

　

　

　

　

　

　

六
七
Q

(4
)
病
症
培
悪

ノ
経
過
ヲ
ト
リ
シ
者
六
例
｡

(第
三
十

一
例
、
第

三
十
三
例
、
第
四
十
六
例
、
第
四
十
八
例
、
第
七
十
二
例
、
第
九
十
七
例
)
｡

次

ニ
病
竈

ノ
傭
ガ
リ
蛇

二
合
併
症

ノ
有
無

ニ
從

ヒ
テ
隔
別

シ
、
其

ノ
経
過

ヲ
示

セ
バ
次
ノ
如

シ
.

(
一
)　

病
竈
廣

ク

シ
テ

}
肺
葉
全
騰
叉

ハ
雨

側

二
及
ペ
ル
モ
ノ
三
十
例
中

(ー
)
経
過
頗

ル
良
好
ナ
ル
者
三
例

(第

一
例
、
第
十
七
例
、
第
八
十
例
)

(2
)
良
好
ナ

〃
経
過

ヲ
ト
ソ

シ
者
十

二
例

(第

二
例
、
第
五
例
、
第
六
例
、
第
七
例
.
第
九
例
、
第
十

一
例
、
第
三
十
七
例
、
第
六
十

一
例
、
第
六
十
⊥
ハ
例
、
第
六
十
七

例
、
第
七
十

一

例
、
第
七
十
四
例
)
｡

(3
)
纒
過
不
攣
ナ
リ

シ
者
十
二
例

(第
三
例
、
第
十
九
例
、
第

二
十
九
例
、
.第
五
十

二
例
、
第
五
十
三
例
、
第
五
十
四
例
、
第
六
十
五
例
、
第
六
十
九
例

,
第
七
十
三
例
、
第
七

十
七
例
、
第
七
十
八
例
、
第
九
十
三
例
)
｡

(4
)
病
症
増
悪

ノ
経
過

ヲ
ト
リ
シ
者
三
例

(第
三
十

一
例
、
第
四
十
八
例
、
第
九
十
七
例
)

(二
)　

病
竈
肺
尖
部

二
限
局

セ
ル
モ
ノ
五
十
四
例
中

(1
)
頗

ル
良
好
ナ

ル
経
過
ヲ
ト
リ
シ
者
十
六
例

(第
十
三
例
、
第
三
十
五
例
、
第
三
十
八
例
、
第
四
十

一
例
、
第
四
十
二
例
、
第

四
十
四
例

.
第
四
十
九
例
、
第
五
十
例
、
第
五
十
⊥
ハ
例
、
第

六
十
三
例
、
第
六
十
四
例
、
第
七
十
九
例
、
第
八
十
六
例
、
第
九
十
八
例
、
第
九
十
九
例
、
第
百
例
)

(2
)
良
好
ナ

ル
経
過

ヲ
ト
リ
シ
者

二
十
六
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
.

(第
八
例
、
第
十

二
例
、
第
十
五
例
、
第
十
六
例
、
第

二
十

一
例
、
第

二
十
二
例
、
第

二
十
三
例
、
第

二
十
五
例
、
第

二
十
六
例
、
第
二
十
七



例
、
第
三
十
例
、
第
三
十
二
例
、
第
三
十
九
例
、
第
四
十
三
例
、
第
四
十
五
例
、
第
五
十
五
例
、
第
五
十
八
例
、
第
五
十
九
例
、
第
⊥
ハ
十
八

例
、
第
七
十
例
、
第
七
十
五
例
、
第
八
十
二
例
、
第
八
十
七

例
、
第
八
十
九
例
、
第
九
十
四
例
、
第
九
十
六
例
)

(3
)
不
憂
ナ

ル
経
過

ヲ
ト
リ

シ
者
十
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
鮨

(第
二
十
例
、
第
二
十
四
例
、
第
三
十
四
例
、
第
三
十
六
例
、
第
四
十
七
例
、
第
五
十
七
例
、
第
七
十
六
例
、
第
八
十
三
例
、
第
九
十

二
例
、

第
九
十
五
例
)

(4
)
病
症
増
悪

ノ
経
過
ヲ
ト
リ
シ
者
二
例

(第
三
十
三
例
、
第
四
十
六
例
)

(三
)　

合
併
症
ヲ
有

セ
ル
モ
ノ
　

十
六
例
中

(-
)
頗

ル
良
好
ナ
ル
経
過

ヲ
ト
リ

シ
者

】
例

(第
四
例
)

(2
)
良
好
ナ

ル
経
過

ヲ
㍗
リ
シ
者
六
例

(第
十
例
、
第
十
四
例
、
第
五
十

一
例
、
第
八
十

一
例
、
第
八
十
五
例
、
第
九
十

一
例
)

(3
)
不
憂
サ

ル
経
過

ヲ
ト
リ
シ
者
八
例

(第
十
八
例
、
第

二
十
八
例
、
第
四
十
例
、
第
六
十
例
、
第
六
十

二
例
、
第
八
十
四
例
、
第
八
十
八
例
、
第
九
十
例
)

(4
)
病
症
増
悪

ノ
経
過

ヲ
ト
リ

シ
者

三
例

(第
七
十

二
例
)

・次

ニ
有
歎
….
鉦
響熱

ニ
從

ヒ
W随
別

シ
テ
士衣
一不
ス
レ
バ
次

ノ
如

シ
、

(
こ

有
熱

ノ
モ
ノ
八
十
八
例
中

へー
)
頗

ル
良
好
ナ

ル
経
過
ヲ
ト
リ

シ
モ
ノ
十
九
例

(第

一
例
.
第
十
三
例
、
第
十
七
例
、
第
三
十
五
例
、
第
三
十
八
例
.
第
四
十

一
例
、
第
四
十

二
例
、
第
四
十
四
例
、
第
四
十
九
例
、
第
五
十

例
、
第
五
十
六
例
、
第
六
十
三
例
,
第
六
十
四
例
、
第
七
十
九
例
、
第
八
十
例
、
第
八
十
六

例
、
第
九
十
八
例
、
第
九
十
九
例
、
第
百
例
)

(2
)
良
好
ナ

ル
経
過
ヲ
ト
リ

シ
者
四
十
例

　
　
　
　
　

原

著

安
藤
・森
蹟
肺
結
核
ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
・
イ
ン
ム
ニ
ぎ
療
法
ノ
臨
林
成
績

　

　

　

　

　

　

六
七
一



　

　

　
　

　

原

著

安
藤
・森
11
肺
結
核
ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
ロ
イ
ン
ム
ニ
ン
」寮
法
ノ
臨
抹
成
績

　

　

　

　

　

　

六
七
二

(第

二
例
、
第

五
例

、
第

七

例
、
第

八
例
、

第
九

例
、
第

十

例
、
第

十

一
例
、
第

十

二
例
、

第
十

四
例
、

第

十
六

例

、
第

二
十

一
例

、
第

二
十

二
例
、
第

二
十

三
例

、
第

二
十

五
例
、

第

二
十
六

例
、

第

二
十
七

例
、
第

三
十

例
、
第

三
十

七
例
、

第

三
十

九
例

、
第

四
十

三
例

、
第

四
十

五
例

、
第

五
十

五
例

、
第

五

十

八
例

、
第

五
十
九

例
、

第
六

十

一
例
、
第
六

十

二
例
、

第
⊥
ハ
十
⊥
ハ
例
、

第
六

十
七

例
、
第

⊥
ハ
十
八

例
、
第

七

十
例

、
第
七

十

一
例
、

第

七

十

四
例

、
第
七

十
五

例
、
第

八

十

一
例
、
第

八
十

五
例
、

第
八

十
七

例
、
第

八

十
九

例
、
第

九

十

一
例
、

第
九

十

四

例
、
第

九

十
⊥
ハ
例
)

(,♪
)
不
憂

ナ

ル
経
過

ヲ
ト

リ

シ

モ
ノ
ニ
十

三
例

(第

三
例

、
第

十
八

例
、

第

二
十
例
、

第

二
十

四
例
、
第

二
十

八
例
、

第

二
十
九

例
、
第

三
十
四
例

.
第

三
十
六

例

.
第

四
十

例
、

第
五

十

二

例
、

第

五
十

三
例
、

第

五
十

七

例
、
第

六

十
例

、
第
六

十
九

例
、
第

七

十
六

例
、
第

七
十
七

例
、

第
七

十
八

例
、

第
八

十

三
例
、

第
八

十

四

例
、

第
九

十
例

、
第

九
十

二
例
、

第
九

十

三
例
、

第
九

十

五
例
)

(4
)
病
症

増

悪

ノ
経

過

ヲ

ト

ソ

シ

モ
ノ
六

例

(第

三
十

一
例
、

第

三
十

三

例
、

第

四
十
六

例
.

第

四
十
八

例
、

第

七

十

二
例
、

第

九
十
七

例
)

(二
)　

無

熱

ナ

川
者

十

二
例

中

(1
)
頗

ル
良

好

ナ

ル
経

過

ヲ

ト

リ

シ
者

一
例

(第

四
例
)

(2
)
良

好

ナ

〃
経
過

ヲ
ト

リ
ツ

者

五
例

(第
六

例

、
第

十
五

例
、

第

三
十

二
例
、

第
五

十

一
例
、
第

八

十

二
例
)

(3
)
不
攣

ナ

〃
経

過

ヲ

ト
リ

シ
者
六

例

(第

十
九

例
、

第

四
十
七

例

、

第

五
十

四
例
、

第
⊥
ハ
十
五

例
.
第
七

十
三
例
、

第

八
十

八
例
)

(4
)
病

症
…増
悪

ノ
纒

過

ヲ

ト

リ

シ
者

　
鉦
…
シ
｡

最

後

二
入
院

、

蛇

ニ
外

來

ノ
別

ニ
ヨ
リ
隔

別

ス
レ
バ
次

ノ
如

シ
｡

(
一
)
入
院
患

者
六

十

五
例
中



(1
)
頗

ル
良
好
ノ
輕
過
ヲ
ト
リ
シ
者
九
例

(2
)
良
好
ナ

川
経
過

ヲ
ト
リ
シ
モ
ノ
　
　

三
十
四
例

())
)
不
憂
ナ

川
経
過
ヲ
ト
リ

シ
モ
ノ
　
　
　

十
九
例

(4
)
病
症
培
悪

ノ
経
過

ヲ
ト
リ

シ
モ
ノ
　
　
　
三
例

(二
)
外
來
患
者
三
十
五
例
中
　
　
　
　
　
　
　
、

(1
)
頗

ル
良
好
ナ

ル
経
過

ヲ
ト
リ

シ
者

　
　
十

一
例

(2
)
良
好
ナ

ル
経
過
ヲ
ト
リ
シ
者
　
　
　
　
　
十
例

(3
)
不
攣
ノ
経
過
ヲ
ト
リ
シ
者
　
　
　

　
　
十

一
例

(4
)
病
症
増
悪

ノ
経
過
ヲ
ト
リ

シ
者

　
　
　

　
三
例

　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
成
績
総
括

(
一
)
凝
熱

二
及

ボ
ス
影
響

大
姦

ノ
病
例

二
於

テ
注
射
當
日

二
分
乃
至
五
分

ノ
難

上
昇
ヲ
示

シ
注
射
後

百

乃
至
三
日

ニ
シ
一プ
難

下
降

ス
"
ヲ
認

メ
タ
ル

或

ハ

又
注
射
當
晶

淵
不
攣

三

ノ
冬

嘗

急

ニ
難

下
降

ス
ζ

ノ
す

ー

.

亘

下
降

シ
再

ピ
藷

温

ニ
至

ζ

ノ
ト
下
降

ノ
繕

調

ニ
経

過

ス

ル

モ

ノ

ト

ア

リ

｡

(
二

)
膿

重

ニ
及

ボ

ス
影

響

二
乃
至
三
同
注
射

ニ
テ
良
好
ナ
蓮

過
ヲ
ー

シ
煮

凡

ソ
蟹

ノ
増
加
顯
著

ニ
シ
一ブ
、
之

二
反

シ
讐

ノ
不
攣

ノ
モ
ノ
叉

裁

少

ノ
傾
向

ア

〃
モ
ノ

ハ
假

倉
騰

淵

ノ
下

降

ア

〃

モ
頗

〃
慢

性

ノ
経

過

ヲ

ト

レ
リ
｡

(三
)
他
畳

的
所

見

二
及

ボ

ス
影
響

余
等

ノ
親

察

セ

シ
範

園

ニ
於

テ

ハ
騰

温

ノ
下

降

ト
同
時

二
急
劇

二
水

泡
音

ノ
著

明

ノ
攣

動

ヲ
認

メ
得
ザ

ソ

キ
、

(四
)
副

作
用

二
就

イ
テ

　
　

　
　
　

　
原

著

安
藤
森

日
肺
結
核
ニ
於
ケ
ル
「
ヘ
テ
・
イ
ン
ム
ニ
ン
」療
法
ノ
臨
蔑

績

　

　

　

　

　

　

　

　

六
七
三



　
　
　
　
　

　
　

原

著

安
藤

・森

11
肺
結
核

ニ
於

ク
ル
「
ヘ
テ

・
イ
ン
ム

ニ
ン
」
療
法

ノ
臨
肱
成
績

　

　

　

　

　

　
　

六
七
四

喉

頭

結

核

ノ

病

例

ニ
テ

毎

注

射

時

(○

・
〇

三

)
悪

塞

熱

登

セ

ル

例

二
遭

遇

セ

ル

モ
、

上

昇

一
度

以

下

ニ

シ

テ

患

者

ノ

苦

痛

の
ナ

カ

リ

キ

｡

術

一
例

注

射

後

嘔

氣

ヲ

催

シ

タ

ル

タ

メ

注

射

ヲ

中

止

セ

リ

｡

(五

)
合

併

症

ニ
封

ス

ル
影

響

喉

頭

結

核

、

腸

結

核

ヲ

合

併

セ

ル
病

例

ニ
就

キ

テ

ハ
良

好

ナ

ル
経

過

ヲ

認

ム

ル

能

ハ
ザ

リ

キ

.、

腎

臓

結

核

ノ

一
例

(第

八

十

一
例

)
ニ
於

テ

頑

固

ナ

ル

登

熱

ニ
著

致

ア

リ

シ

ヲ

一観

察

セ

リ

｡

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

五

、

結

　

論

「
ヘ

テ

ロ

イ

ン

ム

ニ

ン

」
療

法

ハ
肺

結

核

殊

ニ
其

ノ

比

較

的

輕

症

ノ

モ

ノ

ニ
試

ム

ペ

キ

一
治

療

法

ナ

ラ

ン
.、

捌

筆

ニ
臨

ミ

御

指

導

ヲ

賜

ハ

リ

タ

彦
恩

師

勝

沼

教

授

ニ
戚

謝

シ
、

御

援

助

ヲ

得

タ

〃

桑

原

博

十

始

メ

教

室

諸

學

兄

ニ
深

謝

ス
｡

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

=

沖
o
茜

言

吋
.
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=
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